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:l輸 i:

[i観 l~ 刑
事
訴
訟
に
お
け
る
手
続
打
切
り

(五)

|
|
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
制
度
を
参
考
に
し
て
|
|

指

宿

信

〈
目
次
〉

序第
一
章
訴
追
の
打
切
り
制
度
の
沿
革
と
概
要

第
二
章
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
制
度

第
一
節
旧
刑
事
訴
訟
法

(
C
C
P
)
六
七
一
条
|
|
「
正
義
の
増
進
L

原
理
の
成
立
|
|

第
二
節
一
九
七

O
年
法
(
現
行
刑
事
訴
訟
法
/
C
P
L
)
の
制
定
|
|
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
継
受
|
|
(
四
三
巻
三
号
)

第
三
節

C
P
L
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
判
例
|
|
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
展
開
|
|
(
四
三
巻
四
号
)

第
四
節
一
九
七
九
年
以
降
の
立
法
と
判
例
の
動
向
|
|
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
新
展
開
l
|
(
四
三
巻
五
号
)

(
四
三
巻
一
号
)
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説

第
m 合 会〈五
… ー

五四三二一思五四三二一守四三二'-./三二一〉節

論

「
正
義
の
原
理
」
の
意
義
と
そ
の
機
能
|
|
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
周
辺
|
|

「
正
義
の
原
理
」
の
判
断
基
準

c
c
pの
「
正
義
の
原
理
」
の
解
釈

l
ー
抽
象
的
要
件

C
P
L
の
「
正
義
の
原
理
」
の
解
釈

i
i
具
体
的
要
件

抽
象
的
要
件
か
ら
具
体
的
要
件
へ

「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
手
続

打
切
り
申
し
立
て
の
方
法

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
裁
判
所
の
義
務

挙
証
責
任
と
証
明
の
程
度

申
立
て
却
下
決
定
に
対
す
る
上
訴

「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
の
法
的
効
果
と
そ
の
問
題

有
無
罪
と
の
関
係

制
裁
と
し
て
の
効
果

再
訴
禁
止
効

訴
追
の
打
切
り
に
対
す
る
被
告
人
の
上
訴
権

裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
被
告
人
に
不
利
な
打
切
り

「
正
義
の
原
理
」
の
諸
相

デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
と
「
正
義
の
原
理
」

エ
ク
イ
テ
ィ
と
「
正
義
の
原
理
L

モ
デ
ル
論
と
「
正
義
の
原
理
」

可
罰
的
違
法
性
論
と
「
正
義
の
原
理
」

正
義
論
と
「
正
義
の
原
理
」
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(
以
上
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第
五
節

「
正
義
の
原
理
」
の
意
義
と
そ
の
機
能

|
|
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
周
辺
|
|

本
章
は
、

四
節
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
「
正
義
の
利
益
の
た
め
、

な
い
し
は
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
め

ぐ
る
制
定
法
の
沿
革
と
判
例
の
展
開
を
概
観
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
特
に
打
切
り
判
断
に
導
く
因
子
の
抽
出
を
中
心
に
分
析
が
試
み
ら
れ
た
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
右
制
定
法
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
「
正
義
の
原
理

2
Z
匂「
En--】
ぽ
。
ご
5
E
2
)
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
打
切
り
制
度

を
支
え
る
た
め
の
思
想
的
、
原
理
的
な
基
盤
と
し
て
捉
え
、
向
原
理
の
意
義
や
法
的
機
能
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
原
理
の
内
容
を
検
証
す

る
可
能
性
を
多
角
的
に
探
っ
て
み
た
い
。

そ
の
た
め
以
下
、
ま
ず
〈
一
〉

で
は
、
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
の
判
断
基
準
の
性
格
と
特
徴
、

そ
し
て
そ
の
変
遷
を
振
り

刑事訴訟における手続打切り (5) 

返
り
、
〈
二
〉

さ
ら
に
〈
四
〉

で
は
、
条
文
上
の
根
拠
で
あ
り
、
か

で
は
打
切
り
手
続
を
、
〈
三
〉

で
は
打
切
り
の
法
的
な
効
果
を
検
討
し
、

つ
判
例
に
お
い
て
打
切
り
判
断
の
根
拠
と
さ
れ
る
「
正
義
の
原
理
」
と
い
く
つ
か
の
法
理
論
や
法
思
想
と
の
関
連
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〆戸、ー

一、、，〆

「
正
義
の
原
理
」

の
判
断
基
準

C
C
P
の
「
正
義
の
原
理
」
の
解
釈
|
|
抽
象
的
要
件

一
八
八
一
年
の
州
法
の
制
定
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、

(
l
)
 

官
か
ら
裁
判
所
へ
と
移
し
、
検
察
官
が
訴
追
の
中
止
を
望
む
場
合
に
は
、
申
立
て
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
訴
追
の
打
切
り
を
命
じ

コ
モ
ン
・
ロ
l
上
の
「
訴
追
の
中
止

(zo--巾
胃

2
2
5
)
」

の
権
限
を
検
察

北法44(2・119)339 



説

る
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
第
一
節
〈
二
〉

c
c
p
 旧
刑
事
訴
訟
法
)
六
七
一
条
の
沿
革
で
あ
る
。

で
一
不
さ
れ
た
、

六
七
一
条
は
以
下
の
よ
う
に
言
、
っ
。

論

「
裁
判
所
は
、
自
ら
又
は
検
察
官
の
申
請
に
基
づ
き
、
か
つ
正
義
の
増
進
の
為
に

E
P
2
F
R
E
B
Oご
5
巴

2)
、
公
訴
が
な
さ
れ
た
後
に
こ
れ
を
打

切
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
理
由
に
関
す
る
書
面
を
作
成
し
、
記
録
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

こ
の
条
文
に
あ
る
「
正
義
の
増
進
」
が
、
非
類
型
的
打
切
り
に
関
す
る
裁
判
所
の
権
限
の
根
拠
と
な
る
重
要
な
文
言
で
あ
り
、

さ
ら
に
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
後
に
お
い
て
も
な
お
、
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
打
切
り
を
認
め
る
条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
た

一
九
七

O

年
に
至
る
ま
で
、

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
所
は
実
際
の
事
件
を
打
ち
切
る
際
に
、
常
に
こ
の
「
正
義
の
増
進
L

の
意
義
の
解
釈
を
迫
ら
れ
て
い
た
と

一
言
え
よ
、
っ
。

当
初
、
裁
判
所
は
六
七
一
条
を
単
に
検
察
官
の
「
訴
追
の
中
止
」
に
代
わ
る
規
定
と
し
て
捉
え
、
本
条
文
に
則
っ
て
自
由
な
裁
量
に
基
づ

(
2
)
 

い
て
事
件
を
打
ち
切
る
こ
と
に
は
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
第
一
に
、
何
が
「
正
義
の
増
進
」
に
あ
た
る
か
に

っ
き
法
が
沈
黙
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
正
義
の
増
進
と
い
う
観
念
自
体
の
未
成
熟
さ
と
、
第
二
に
、

そ
も
そ
も

適
法
に
提
起
さ
れ
た
起
訴
状
を
裁
判
所
自
ら
こ
れ
を
却
下
す
る
こ
と
が
、

コ
モ
ン
・
ロ

1
以
来
の
当
事
者
シ
ス
テ
ム
と
い
う
訴
訟
構
造
に
な

じ
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

一
八
九
八
年
の
ウ
ィ
ナ
ン
ト
事
件
(
判
例
番
号
A
⑦
)
は、

J
二
三
条
規
定

の
場
合
(
類
型
的
な
訴
訟
条
件
の
不
存
在
)
以
外
に
は
、
被
告
人
が
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
」
に
だ
け
打
切
り
が
認
め
ら
れ
る

と
し
て
お
り
、
非
類
型
的
な
訴
追
の
打
切
り
に
は
「
憲
法
上
の
権
利
侵
害
の
発
生
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
要
件
を
課
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

』
う
し
た
打
切
り
に
関
す
る
消
極
的
態
度
を
改
め
、

一
定
の
要
件
の
下
に
打
切
り
を
認
め
て
い
く
と
い
う
方
向
を
示
し
た
の
が
、
第
一
節

で
紹
介
さ
れ
た
、

デ

i
ピ
ス
事
件

(
A
①
)
や
ク
ィ
ル
事
件

(
A
②
)
と
い
っ
た
一
九
五

0
年
代
、
六

0
年
代
の
諸
判
例
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
非
類
型
的
な
打
切
り
に
い
か
な
る
場
合
が
該
当
す
る
の
か
と
い
う
、
両
事
件
の
裁
判
所
が
示
し
た
「
正
義
の
原
理
」
に
関
す
る
見
解
を

北法44(2・120)340



紹
介
し
た
い

事
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
章
第
一
節
を
参
照
)
。

デ
1
ピ
ス
事
件
に
お
い
て
シ
ュ
パ
イ
ツ
ア

l
裁
判
官
は
、
六
七
一
条
を
適
用
す
る
に
際
し
て
「
何
が
最
も
正
義
の
目
的
に
益
と
な
る
か
」

が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は
法
の
執
行
と
バ
ラ
ン
ス
を
採
る
た
め
の
基
本
的
フ
ァ
ク
タ
ー
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

そ
し
て
、
「
六
七
一
条
の
目
的
は
、
適
当
で
あ
る
に
し
て
も
ま
れ
な
状
況
に
お
い
て
、
正
義
の
精
神
に
則
り
、

(
3
)
 

寛
大
に
慈
悲
深
く
法
の
文
言
を
適
用
す
る
権
限
を
裁
判
所
に
対
し
て
与
え
る
こ
と
に
あ
る
L

と
述
べ
て
、
抽
象
的
な
が
ら
前
掲
ウ
ィ
ナ
ン
ト

か
な
り
広
い
適
用
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

て
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
示
し
、

事
件
の
解
釈
に
比
し
て
、

ま
ず
デ

1
ピ
ス
判
決
は
、
「
法
の
執
行
」
と
「
基
本
的
フ
ァ
ク
タ
ー
」
を
対
置
さ
せ
て
事
件
を
考
慮
す
る
と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
以
後
の
新
法
下
の
判
例
で
確
立
さ
れ
る
「
(
州
側
と
被
告
人
側
の
)
利
益
衡
量
テ
ス
ト
」
(
第
三
節
〈
三
〉
参
照
)
と
同
様
の
理
論

一
方
で
判
決
は
、
「
正
義
」
の
実
質
的
意
義
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
に
、
か
か
る
手
続
に
よ
っ
て
被
告
人
に
救
済
を

構
成
で
あ
る
。
し
か
し
、

与
え
る
こ
と
が
「
正
義
に
か
な
う
」
と
か
、
「
正
義
の
利
益
は
本
件
起
訴
を
打
ち
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
整
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て

刑事訴訟における手続打切り (5) 

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
六
七
一
条
の
打
切
り
を

(
4
)
 

判
決
で
も
同
様
で
あ
る
。

寸
単
に
正
義
の
諸
原
理
に
係
わ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
た
ク
ィ
ル

こ
の
よ
う
な
デ

l
ピ
ス
、

ク
ィ
ル
判
決
の
思
考
方
法
は
、
「
積
極
的
動
機
付
け

(
X
と
い
う
事
情
に

R
と
い
う
救
済
を
与
え
る
こ
と
に
よ

(
正
義
)

を
得
る
/

X
※

R
H
J
)
」
に
よ
る
正
義
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
演
縛
的
論
法
に
対
し
、

そ
の
後
、

っ
て
J

(
不
正
)

北法44(2・121)341

「
消
極
的
動
機
付
け

(
X
と
い
う
事
情
に

R
と
い
う
救
済
を
与
え
な
い
こ
と
が

7
J

な
結
果
を
招
来
す
る
/

X
※
一

R
U
-
-
)
」

デ
l
ピ
ス
判
決
等
の
積
極
的
動
機
付
け
の
場
合
に

と
い
う
背
理
法
的
な
論
法
に
立
っ
て
打
切
り
を
正
当
化
す
る
判
例
が
現
れ
る
。

は
、
救
済
の
目
的
と
し
て
い
か
な
る
「
正
義
」
を
獲
得
す
べ
き
か
と
い
う
大
前
提
に
つ
き
、
抽
象
的
に
過
ぎ
る
し
確
定
困
難
と
い
う
問
題
が

っ
さ
ふ
灼

J

、

生
じ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
難
点
を
回
避
す
る
た
め
に
、
「
何
が
正
義
か
」
を
定
義
し
な
い
ま
ま
「
正
義
が
得
ら
れ
な
い
」
場
合
に
限
つ



説

て
打
切
り
を
お
こ
な
え
ば
よ
い
、

と
い
う
思
考
が
登
場
す
る
。
こ
れ
が
消
極
的
動
機
付
け
で
あ
る
。
正
義
の
観
念
は
多
様
で
あ
り
論
者
に
よ

論

と
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

か
か
る
救
済
手
段
が
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
が
法
感
情
か
ら
い
っ
て
正
義
の
感
覚
に
反

北法44(2・122)342 

っ
て
様
々
で
、
共
通
し
た
目
標
の
設
定
は
困
難
で
あ
る
し
、
特
に
訴
追
の
打
切
り
は
犯
罪
の
容
疑
を
か
け
ら
れ
て
い
る
被
告
人
を
解
放
す
る

す
る
よ
う
な
、
限
定
的
な
場
合
に
こ
れ
を
発
揮
し
よ
う
と
い
う
謙
抑
的
発
想
が
背
後
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
穏
健
な
考
え
方
で
あ
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
以
後
の
判
例
で
は
後
者
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、

一
九
六
一
年
の
カ
ト
リ
ン
事
件

(
A
⑫
)

は
、
二
級
強
盗
未
遂
罪
、

一
級
重
窃
盗
未
遂
罪
、
暴
行
罪
と
い
っ
た
か
な
り
重
い

身
体
犯
の
訴
追
を
打
ち
切
る
に
当
た
り
、
「
い
か
に
気
の
進
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
が
〔
打
切
り
の
〕
権
限
を
行
使
し
な
い
場
合
、

(
5
)
 

〔
裁
判
所
の
〕
公
正
な
活
動
と
正
義

(E『
三
喜
富
島
」

5
t
2
)
に
対
す
る
意
義
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

判
断
が
、
裁
判
所
自
ら
の
存
立
意
義
に
関
わ
る
主
体
的
な
自
己
認
識
を
基
礎
に
置
い
た
価
値
判
断
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
裁
判
所
は
、

「
正
義
の
増
進
」
原
理
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
正
義
の
範
鳴
に
は
「
公
正
さ

(E『
ロ
巾
回
目

)

L

と
「
正
義
宕
在
日
)
」
が
含
ま
れ
て
い
て
、

そ
の
意
義
を
守
る
こ
と
が
裁
判
所
の
役
割
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
と
い
う
場
に
お
け
る
「
不
正
義
を
回
避
す
る
」
た
め
に
、
被

告
人
の
処
罰
を
行
わ
ず
に
訴
追
を
打
ち
切
る
権
限
が
裁
判
所
に
備
わ
っ
て
い
る
と
の
考
え
が
読
み
取
れ
、
こ
こ
に
本
判
決
の
持
つ
重
要
な
意

味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
八
一
年
の
ヒ
ル
シ
ュ
事
件

(
D
⑫
)
で
も
、
「
本
事
案
は
、
打
ち
切
ら
な
け
れ
ば
不
正
義
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
例
外
的
な

(
6
)
 

場
合
だ
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
訴
追
の
打
切
り
と
い
う
「
例
外
的
措
置
」
が
救
済
と
し
て
行
わ
れ
る
合
理
的
根
拠
に
「
不
正
義
の
回

ま
6
h
~

、

避
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
判
例
の
思
考
を
反
映
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
七

O
年
法
も
「
正
義
の
増
進
の
た
め
」
に
訴
追

ー

ー

I
l
l
i
-
-
I
l
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
l
(
7
)

を
打
切
る
規
定
を
継
受
し
た
際
、
頭
注
は
変
わ
ら
な
い
ま
で
も
、
条
文
上
「
正
義
に
反
す
る
か
、
ま
た
は
正
義
に
反
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
」

と
い
う
文
言
を
用
い
て
、
消
極
的
動
機
付
け
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
条
文
に
お
い
て
も
判
断
の
指
針
と
し
た
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に

C
C
P
の
判
例
は
、
理
論
構
成
に
差
を
見
せ
つ
つ
も
、
「
正
義
の
増
進
」
の
規
範
的
な
基
準
と
し
て
、
「
公
正
さ
を
害
さ
な
い
」

こ
と
と
「
正
義
に
反
し
な
い
」
こ
と
の
二
つ
を
提
示
し
た
。
前
者
の
「
公
正
さ
」
と
い
う
価
値
に
つ
い
て
は
、
手
続
全
般
に
わ
た
っ
て
広
く

用
い
ら
れ
る
普
遍
的
概
念
で
あ
っ
て
、
刑
事
手
続
の
基
本
的
な
原
理
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
後
者
は
、
規
範
的
な
正
義
観
念
に
手
続
上
の

判
断
基
準
を
求
め
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
抽
象
的
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
不
明
確
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

と
り
わ
け
後
者
は
手
続
の

打
切
り
の
実
質
的
な
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
し
、
訴
追
の
打
切
り
を
理
由
付
け
る
に
当
た
っ
て
は
よ
り
確
か
な
指
針
が
求
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
こ
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
判
例
、
と
り
わ
け
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
に
代
表
さ
れ
る
判
例
に
よ
る
基
準
の
整
備
と
そ
の
法
制
化
の
足
跡
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
「
不
正
義
」
と
い
う
規
範
的
概
念
の
確
定
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

c
p
L
の
「
正
義
の
原
理
」
の
解
釈
|
|
具
体
的
要
件

刑事訴訟における手続打切り (5) 

さ
て
、

一
七

0
・
四

O
条
に
よ
り
文

一
九
七

O
年
に
法
改
正
を
見
た
「
正
義
の
増
進
」
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
は
、
二
一

0
・
四

O
、

言
を
改
め
て
登
場
す
る
。

打
切
り
の
一
般
規
定
で
あ
る
一
一
一

0
・
二

O
条
に
続
く
、
一
一
一

0
・
四

O
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

一
)
二
一

0
・
二

O
条
一
項
削
か
ら
川
ま
で
に
定
め
る
理
由
に
よ
っ
て
法
的
な
問
題
と
し
て
(
即
日
目
百
回
Z
2
0ご
即
三
打
切
り
を
す
る
根
拠
が
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
を
正
式
起
訴
状
ま
た
は
訴
因
に
基
づ
き
有
罪
と
し
、
ま
た
は
訴
追
を
行
う
こ
と
が
正
義
に
反
す
る

(gロ
住
吉
丹
市
C
『

21

師三円

5
5
E
2
F
n
m
)
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
、
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
(
円
。
呂
田
邑
Z
Z
P
2
2・
2
5
E
q白
C
c
p
o『

2
・円
Z
B
2
2門司)が

あ
り
、
裁
判
所
の
裁
量
問
題
と
し
て
打
切
り
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
二
一

0
・
二

O
条
一
項
川
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
当
該
正
式
起

訴
状
ま
た
は
訴
因
を
正
義
の
増
進
の
た
め
に
打
ち
切
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
一
)
正
義
の
利
益
の
た
め
に
正
式
起
訴
状
を
却
下
す
る
命
令
は
、
被
告
人
か
ら
の
申
立
て
と
並
ん
で
裁
判
所
ま
た
検
察
側
の
申
立
て
に
よ
っ
て
発
す
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説

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
命
令
を
出
す
際
に
は
、
裁
判
所
は
記
録
に
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
条
文
と
若
干
の
関
連
条
文
を
除
い
て
全
く
同
じ
規
定
が
略
式
起
訴
状
に
関
す
る
一
七

0
・
四

O
条
に
つ
い
て
も
置
か
れ
て
い
る
が
、

論

ず
こ
こ
で
は
「
正
義
の
増
進
」
と
い
う
言
葉
と
、
「
正
義
の
利
益
」
と
い
う
言
葉
と
を
同
義
に
用
い
て
い
る
一
項
と
二
項
の
文
言
に
注
意
し

た
い
。
も
ち
ろ
ん
、

E

E『
5
2
2
2
0ご
5
Z
2
と
い
う
語
句
は
、
旧
六
七
一
条
よ
り
受
け
継
い
だ
も
の
だ
し
、

5

5巾

g
Z
2
2
。ご
5
1

(8) 

C
C
P
時
代
の
判
例
が
六
七
一
条
に
関
し
て
用
い
て
お
り
、
そ
れ
が
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
二
つ
の
用
語
の

t
n
巾
も
、

意
味
に
違
い
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、

c
p
L
は
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
に
打
ち
切
る
こ
と
が
出
来
る
」
条
件
と
し
て
打
切
り
を
し
な
い
こ
と
が
不
正
と
な
る
こ
と
(
も

し
く
は
訴
追
を
行
う
こ
と
が
正
義
に
反
す
る
こ
と
)
を
挙
げ
る
。
さ
き
ほ
ど

C
C
P
下
の
時
代
に
お
け
る
判
例
の
論
理
の
変
遷
を
指
摘
し
た

が
、
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
新
法
C
P
L
の
条
文
は
、
消
極
的
動
機
付
け
に
よ
っ
て
訴
追
を
打
ち
切
る
、
す
な
わ
ち
訴
追
を
進
め
る
こ
と

が
不
正
に
な
る
場
合
に
打
切
り
を
行
う
、
と
い
う
論
法
を
採
っ
た
も
の
と
評
し
う
る
。

の
存
在
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
要
請
に
よ
り
、
裁
判
所
は
具
体
的
な
「
要

第
三
に
、
条
文
は
「
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
」

因
・
事
情
・
情
況
」
に
基
づ
い
て
、
打
切
り
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
よ
う
や
く
立
法
は
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
」
と
い
う
目
標

を
確
定
す
る
抽
象
的
な
指
針
に
止
ま
ら
な
い
具
体
的
な
指
針
の
形
成
に
向
け
て
一
歩
あ
ゆ
み
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
「
何
が
や
む

を
え
な
い
」
場
合
で
あ
る
か
の
判
断
は
条
文
に
明
示
さ
れ
ず
、
判
例
に
委
ね
ら
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
に
第
三

(
9
)
 

節
で
分
析
さ
れ
た
、
「
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
」
と
い
う
判
例
立
法
に
よ
る
基
準
の
確
立
を
通
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
「
や
む
を
え
な
い
」
場
合
と
は
、

デ

l
ピ
ス
判
決
の
言
う
「
め
っ
た
に
な
い
」
と
い
う
文
言
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
正
義
の
増
進
」

の
原
理
を
発
動
さ
せ
る
、
事
実
審
の
裁
量
に
慎
重
な
態
度
を
促
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
裁
判
所
に
向
け
ら
れ
た
言

葉
で
あ
っ
て
「
正
義
の
増
進
」

の
意
味
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
正
義
の
増
進
」
原
理
を
制
約
す
る
条
件
と
し
て
盛 ま
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り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
判
例
の
解
釈
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

c
p
L
下
に
お
い
て
裁
量
の
具
体
的
基
準

を
提
供
し
た
一
九
七
三
年
の
ク
レ
イ
ト
ン
事
件

(
B
①
)
は
、
「
公
益
が
被
告
人
の
利
益
と
同
様
に
十
分
に
保
護
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
」
打
切

り
は
阻
止
さ
れ
る
と
述
べ
、
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
発
動
を
決
定
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
々
の
要
因
〔
ク
レ
イ
ト
ン

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
公
益
の
保
護
」
を
正
義
の
増
進
原
理
に
対
す
る
制
約
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ク
レ
イ
ト

基
準
〕

ン
判
決
は
、
「
公
益
の
保
護
」
が
正
義
の
原
理
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
被
告
人
の
利
益
の
保
護
」
と
同
じ
く
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
「
公
益
論
」
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
翌
七
四
年
の
ク
ォ
ク
・
ミ
ン
・
シ
ャ
ン
事
件

(
B
⑤
)
に
よ
っ
て
さ
ら
に
「
被
告
人
の
利
益
」
と
の

(
叩
)

利
益
衡
量
テ
ス
ト
と
い
う
形
で
打
切
り
を
実
施
す
る
際
の
判
断
方
法
へ
と
発
展
す
る
。
そ
こ
に
は
、
「
正
義
の
原
理
」
が
救
済
の
法
理
と
し

て
被
告
人
に
有
利
に
働
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
無
限
定
に
機
能
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
政
策
的
に
そ
の
射
程
範
囲
を
一
定
限

度
に
制
限
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
た
「
公
益
」
上
の
制
約
要
因
が
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準

の
「
同
打
ち
切
っ
た
場
合
の
公
益
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

刑事訴訟における手続打切り (5) 

抽
象
的
要
件
か
ら
具
体
的
要
件
ヘ

右
に
見
た
判
例
の
解
釈
方
法
は
、

い
わ
ゆ
る
「
正
義
論
」
に
お
け
る
諸
々
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
分
析
と
し
て
提
起
さ
れ
る
分
類
と
同
じ
性
質

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
「
正
義
理
論
」
に
お
け
る
分
類
を
「
形
式
的
構
造
」
に
よ
っ
て
行
う
場
合
に
は
、
正
義
の
基
準
を
論

理
的
、
演
縛
的
に
導
き
出
す
手
法
と
し
て
、
あ
る
概
念
が
外
延
と
内
包
と
い
う
両
方
の
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
、
「
正
し
い

規
範
を
列
挙
す
る
」
外
延
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
「
正
し
い
規
範
の
有
す
べ
き
属
性
を
記
述
す
る
」
内
包
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
二
つ
が
考
え

(
日
)

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
「
正
義
の
増
進
」

の
原
理
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
、

な
い
し
は
そ
れ
に
適
っ
た
運
用
を
試
み
る
こ
れ
ま
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説

で
の
判
例
の
考
察
方
法
は
、

い
わ
ば
「
内
包
的
」
な
「
正
義
の
増
進
」
の
解
釈
適
用
で
あ
っ
た
寸
規
範
的
(
抽
象
的
)
基
準
」

の
詩
山
{
疋
と
、

「
外
延
的
」
な
「
具
体
的
基
準
」
に
基
づ
く
「
推
定
論
法
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

論

も
ち
ろ
ん
前
者
は
、

デ

l
ピ
ス
判
決
や
カ
ト
リ
ン
判
決
に
代
表
さ
れ
る

C
C
P
下
で
の
判
断
様
式
で
あ
り
、
後
者
は
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に

代
表
さ
れ
る

C
P
L
下
で
の
要
件
考
慮
と
い
う
判
断
様
式
を
指
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
新
法
の
下
で
あ
っ
て
も
「
規
範
的
基
準
」
に
従
っ
て
「
正
義
の
増
進
」
原
理
を
解
釈
し
、

そ
こ
か
ら
打
切
り
の
正
当
化
を
計

ろ
う
と
い
う
試
み
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
一
九
七
五
年
の
シ
ュ
テ
ル
ン
事
件

(
B
⑫
)
は
、
「
や
む
を
え
な
い
」
場
合
に

打
切
り
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
つ
き
、
「
そ
の
言
葉
は
、
救
済
を
拒
否
す
る
こ
と
が
裁
判
所
の
良
心
に
対
し
て
衝
撃
を
も
た
ら
す
よ
う

(ロ)

な
事
実
と
実
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
し
て
「
正
義
の
原
理
」
が
発
動
さ
れ
る
基
準
を
示
し
て
い
た
し
、
七
五

年
の
ベ
ル
コ
タ
事
件

(
C
⑪
)
は
「
手
続
的
ま
た
は
実
体
的
に
取
庇
が
あ
る
た
め
に
訴
追
の
打
切
り
が
用
意
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ

む
し
ろ
、
公
益
と
被
告
人
の
利
益
が
一
致
し
て
裁
判
所
に
寛
容
吾
号

2
2
2巾
)
の
余
地
が
あ
る
と
認
め
さ
せ
る
よ
う
な
」
場

(
日
)

合
に
打
切
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ
以
上
に
、

さ
ら
に
一
九
人
三
年
の
ボ
イ
ヤ

l
事
件

(
D
③
)
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、
「
〔
正
義
の
〕
理
念
が
広
い
意
味
で
刑
法
の
中
に
、

民
事
の
事
件
で
言
わ
れ
て
い
る
エ
ク
イ
テ
ィ
に
似
た
柔
軟
な
何
か
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
」
と
述
べ
て
、
正
義
の
原
理
が
エ
ク
イ
テ
ィ

(

日

比

)

平
)
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
判
断
様
式
が
抽
象
的
な
基
準
か
ら
具
体
的
基
準
に
よ
る
裁
量
の
行
使
へ
と
移
行
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然

と
し
て
規
範
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
捨
て
去
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
を
併
用
し
て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
従
前
の
規
範
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
ま
り
に
抽
象
的
に
す
ぎ
、
上
訴
審
で
の
審
査
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
判
例
は

具
体
的
基
準
を
示
す
こ
と
で
裁
量
の
安
定
を
図
り
、
均
一
化
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

や
は
り
、
具
体
的
基
準
の
み
で
は
そ
も
そ
も
抽
象

北法44(2・126)346
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ま
た
具
体
的
基
準
の
み
が
判
定
材
料
に
さ
れ

(
日
)

る
と
す
る
と
、
全
て
の
要
因
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
し
て
お
く
必
要
が
生
ま
れ
不
合
理
を
免
れ
な
い
こ
と
、
加
え
て
、
打
切
り
を
お
こ
な
う
個
々

的
な
「
正
義
」
観
念
を
基
礎
に
し
た
正
義
の
原
理
の
判
断
を
行
う
の
に
困
難
を
覚
え
る
こ
と
、

の
裁
判
所
が
主
体
的
な
正
義
観
念
か
ら
「
め
っ
た
に
な
い
」
事
案
で
あ
る
と
確
信
し
「
や
む
を
え
な
い
」
事
情
の
存
在
を
納
得
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
た
め
に
も
自
ら
の
「
正
義
の
原
理
」

へ
の
理
解
を
明
ら
か
に
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た

総
合
的
な
判
断
方
式
を
「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

/'‘、、

一一、、〆'

「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
手
続

打
切
り
申
し
立
て
の
方
法

刑事訴訟における手続打切り(5 ) 

「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
の
手
続
き
は
、
一
般
の
訴
追
の
打
切
り
と
同
様
に

C
P
L
一一一

0
・
四
五
条
に
し
た
が
っ
て

進
め
ら
れ
る
。
同
条
四
項
は
、
例
申
立
て
書
へ
の
法
的
理
由
の
記
載
、
川
申
立
て
理
由
が
事
実
の
存
在
あ
る
い
は
発
生
を
理
由
と
す
る
場
合
、

そ
の
事
実
に
つ
い
て
の
宣
誓
供
述
書
の
添
付
、
川
右
宣
誓
供
述
書
が
検
察
側
か
ら
真
実
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
程

度
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
せ
ず
に
打
切
り
を
お
こ
な
え
る
と
す
る
。
一
方
、
同
条

五
項
は
、
右
刷
、
川
が
欠
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
例
の
点
で
決
定
的
に
反
証
が
あ
る
と
き
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
で
申
立
て
を
却
下
で
き

る
と
定
め
る
。
さ
ら
に
六
項
は
、
四
項
、
五
項
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
申
立
て
を
処
理
し
な
い
場
合
に
つ
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
し
て
申
立

て
へ
の
判
断
に
必
要
な
事
実
を
認
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
打
切
り
を
申
し
立
て
る
に
当
た
っ
て
、
被
告
人
側
は
検
察
側
に
告
知
を
し
た
上
で
、
書
面
で
裁
判
所
に
申
立
て
を
お
こ

(
日
山
)

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
判
例
上
、
公
判
中
の
口
頭
に
よ
る
告
知
は
無
効
と
さ
れ
て
い
る
。

北法44(2・127)347 



説

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
裁
判
所
の
穂
務

二
一

0
・
四

O
条
に
よ
り
裁
判
所
を
含
む
訴
訟
関
係
人
が
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
申
し
立
て
た
場
合
に
は
、
法
律

論

上
、
裁
判
所
は
「
聴
聞
手
続
き

(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)
」
を
経
る
こ
と
な
く
手
続
き
を
打
ち
切
る
こ
と
も
、
申
立
て
を
却
下
す
る
こ
と
も
許
さ
れ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
告
知
と
聴
聞
の
保
障
に
重
大
な
暇
抗
が
認
め
ら
れ
る
と
打
切
り
判
断
は
無
効
と
さ
れ
る
。
法
律
は
裁
判
所
に
打
切
り

一
九
八
五
年
の
ス
ミ
ス
事
件
に
よ
れ
ば
、
書
面
へ
の
理
由
の
記
載
は

(
げ
)

当
該
裁
判
所
が
打
切
り
に
あ
た
っ
て
依
拠
し
た
基
準
あ
る
い
は
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
理

判
断
の
理
由
を
書
面
で
示
す
よ
う
に
求
め
て
い
る
が

(
同
条
三
項
)
、

由
が
正
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
決
定
は
無
効
で
あ
り
、
破
棄
さ
れ
た
後
に
再
び
訴
追
手
続
き
が
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
年
の
カ

l
ピ
!
事
件
で
も
「
裁
判
所
は
、
自
ら
の
〔
打
切
り
〕
裁
量
の
行
使
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
受
け
取
っ
て
い
る
諸
事
情
を
説
明

(
刊
日
)

す
る
法
的
な
義
務
を
有
し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。

九
J¥ 

こ
の
よ
う
な
厳
格
な
義
務
を
判
例
上
課
さ
れ
て
い
る
関
係
で
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
打
切
り
を
支
持
す
る
に
足
る
事
情
の
存
否
を
争
わ

せ
る
手
続
き
が
好
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
裁
判
例
で
も
一
九
七
六
年
の
シ
ュ
パ
ル
ツ
事
件

(
C
⑬
)

(
ゆ
)

て
が
退
け
ら
れ
た
事
案
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
す
る
よ
う
破
棄
し
た
ケ

l
ス
も
あ
る
し
、
逆
に
一
九
七
九
年
の
リ
ン
ゼ
イ
事
件

(
C
⑫
)

(
初
)

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
義
務
づ
け
て
破
棄
し
た
ケ

1
ス
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

の
よ
う
に
、
打
切
り
申
立

よ
う
に
、
打
切
り
を
認
め
た
事
実
審
の
判
断
に
つ
き
、

告
知
と
聴
聞
が
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
の
手
続
き
に
必
須
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

(
幻
)

判
決

(
B
①
)
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
制
定
法
に
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
通
称
「
ク
レ
イ
ト
ン
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
所

一
九
七
三
年
の
ク
レ
イ
ト
ン

以
で
あ
る

(
本
章
第
三
節
参
照
)
。
同
判
決
は
五
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
「
刑
事
訴
訟
法
二
一

0
・
四

O
お
よ
ぴ
四
五
条
の
規
定
は
、

検
察
官
、
被
告
人
い
ず
れ
に
よ
る
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
申
立
て
で
あ
っ
て
も
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
必
要
と
す
る
」
と
し
、

ら
に
「
裁
判
所
自
ら
に
よ
っ
て
打
ち
切
る
場
合
に
は
、

そ
の
意
図
を
公
平
に
両
当
事
者
に
告
知
し
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
は
実

北法44(2・128)348
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(n) 

施
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
要
件
を
課
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
開
催
義
務
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
当
事
者
の
申

立
て
の
場
合
と
裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
打
切
り
の
場
合
と
を
区
別
し
て
い
な
い
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
申
立
て
書
面
に
お
い
て
裁
判
所
が
判
断
可
能
な
事
実
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
に
申
立

(
シ
ュ
レ
ッ
セ
ル
事
件

(
n
齢
)
)
、
申
立
人
に
お
い
て
無
条
件
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
要
求
す
る
権
利
が
あ
る
わ
け
で
は

て
を
却
下
で
き
る
の
で

な
い
。
実
際
、
裁
判
例
は
か
な
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
に
申
立
て
を
退
け
て
い
る
。

一
九
八
四
年
の
シ
ェ
ド
リ
ッ
ク
事
件
で
は
、
控
訴
部
第
四

部
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
聞
か
な
い
場
合
が
説
明
さ
れ
た
。

謀
殺
と
他
の
犯
罪
の
訴
追
に
つ
き
、
被
告
人
が
刑
事
訴
訟
法
二
一

0
・
四

O
条
に
し
た
が
っ
て
、
警
察
の
不
正
行
為
を
理
由
に
正
義
の
増
進
の

た
め
の
訴
追
の
打
切
り
を
申
し
立
て
た
と
し
て
も
、
控
訴
部
第
二
部
の
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
や
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
定
め
ら
れ
た
二
一

0
・
四

O

条
一
項
中
の
打
切
り
判
断
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
裁
判
所
が
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
諸
要
因
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
た

だ
ち
に
事
実
審
裁
判
所
に
ク
レ
イ
ト
ン
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
控
訴
部
第
四
部
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
〔
必
ず
〕
実

施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
第
二
部
も
最
近
で
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
諸
々
の
要
因
の
詳
し
い
列
挙
ゃ
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
正
義
の
利
益
の
た
め
の
訴
追
を
打
ち
切
る
申
立
て
を
却
下
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。

刑事訴訟における手続打切り (5) 

こ
の
よ
う
に
、
打
切
り
判
断
に
消
極
的
方
向
で
は
し
ば
し
ば
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
省
略
さ
れ
る
一
方
で
、
積
極
的
判
断
を
行
う
場
合
に
は
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
し
で
実
施
す
る
こ
と
は
実
務
上
考
え
ら
れ
な
い
の
が
実
情
と
な
っ
て
い
る
。

挙
証
責
任
と
証
明
の
程
度

北法44(2・129)349 

被
告
人
側
か
ら
訴
追
の
打
切
り
を
申
し
立
て
る
場
合
、
申
立
て
書
面
に
は
「
正
義
の
増
進
の
た
め
」
と
い
う
要
請
を
満
た
す
事
実
的
根
拠

が
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
根
拠
に
よ
っ
て
打
切
り
が
正
義
の
利
益
と
な
る
と
い
う
単
な
る
主
張
で
は
足
り
ず
、

同
》
『

E
m
w
P
2巾
(
反
証
の
な
い
か
ぎ
り
推
定
で
き
る
)
程
度
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
例
で
は
、

一
九
八
五
年
の
ト

l
マ
ス
事
件



説

が
、
「
匂
『
回
目
釦
宮
内
岡
市
と
い
う
程
度
で
事
由
を
明
ら
か
に
証
明
し
て
い
な
い
場
合
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
で
申
立
て
を
却
下
す
る
処
分
は
適
法
」

(
お
)

と
す
る
。
他
方
、
申
立
て
を
検
察
側
に
告
知
し
た
後
に
反
証
証
拠
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
二
一

0
・
四
五
条
五
項
例
に
よ
れ
ば
、
「
申

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
お
こ
な
わ
ず
に
申
立
て
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

北法44(2・130)350 

論

立
て
を
支
持
す
る
の
に
必
要
な
事
実
に
関
す
る
主
張
が
疑
問
の
余
地
の
な
い
書
証
に
よ
り
決
定
的
に
反
証
さ
れ
て
い
る
と
き
」
、
裁
判
所
は

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た
後
、
被
告
人
側
の
証
明
の
程
度
は
さ
ら
に
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

c
p
L
一一一

0
・
四
五
条
七
項
は

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
、
被
告
人
は

〔
打
切
り
〕
申
立
て
を
支
持
す
る
の
に
必
要
な
す
べ
て
の
事
実
を
、
証
拠
の
優
越
性
(
℃

2
3
E
Rー

B
2
。
同
市
〈
王
宮
内
巾
)
と
い
う
程
度
で
証
明
す
る
責
任
を
負
う
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
被
告
人
が
証
言
や
証
拠
に
ま
っ
た
く
基
づ
か
な
い

ま
ま
申
し
立
て
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ど
の
段
階
で
も
証
拠
の
優
越
性
に
よ
る
立
証
に
失
敗
し
た
と
し
て
被
告
人
の
申
立

(
お
)

て
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
例
で
は
、
血
栓
静
脈
炎
(
吾
『
C
日

σ
8
z
z
z
g
)
状
態
を
理
由
と
し
て
打
切
り
を
申
し
立
て
た
事
案
に

お
い
て
、
打
切
り
決
定
を
お
こ
な
っ
た
裁
判
所
が
、

さ
ら
な
る
医
療
上
の
証
拠
の
提
出
を
検
察
側
に
命
じ
た
点
に
誤
り
が
あ
る
と
上
訴
審
で

(
幻
)

の
証
明
責
任
が
全
面
的
に
申
立
て
側
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
ケ

l
ス
で
あ
る
。
打
切
り
申
立

判
断
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
証
拠
の
優
越
性
」

て
を
支
持
す
る
個
々
の
具
体
的
証
拠
に
つ
い
て
、
「
訴
追
が
正
義
に
反
す
る
」
よ
う
な
結
果
と
な
る
こ
と
を
ど
の
程
度
立
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
一
般
化
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
た
と
え
ば
、
検
察
官
に
よ
る
「
不
当
な
論
述
が
な
さ
れ
た
場
合
、
公
判
の
結
果
に
影
響
を
与
え

(
お
)

る
相
当
の
蓋
然
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ノ
ッ
チ
ェ
ラ
事
件
で
は
判
示
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
蓋
然
性
で
は
足
り
な
い
と
い
え
よ
う
。

四

申
立
て
却
下
決
定
に
対
す
る
上
訴

事
実
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
理
由
な
し
と
し
て
打
切
り
・
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
場
合
に
、
被
告
人
は
こ
の
決
定

(
却
)

を
不
服
と
し
て
上
訴
審
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
な
さ
れ
る
裁
判
所
の
決
定
、

い
わ
ゆ
る

「
中
間
判
決



{
百
丹
市

S
E
E
R
2号
『
)
」
は
上
訴
理
由
と
な
ら
ず
、
被
告
人
は
本
案
審
理
の
結
果
有
罪
と
な
っ
た
段
階
で
、
当
該
打
切
り
申
立
て
却
下
決
定

を
争
、
つ
以
外
に
な
い
。
こ
の
こ
と
は
打
切
り
決
定
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
検
察
側
は
中
間
判
決
に
対
す
る
上
訴
審
の
審
査
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

(
初
)

き
ず
、
本
案
の
打
切
り
決
定
に
対
す
る
上
訴
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

〆《、‘

一一、、"

「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
打
切
り
の
法
的
効
果
と
そ
の
問
題

有
無
罪
と
の
関
係

こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
打
切
り
」
と
い
う
処
理
は
、
刑
事
手
続
上
、

い
か
な
る
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
重
要
な

点
は
、
こ
れ
を
「
判
決
」
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
o
a
aヨ

zz-は
裁
判
所
の
命
令

(g
ロュ。
E
q
)
と
い
う
形
で
出
さ
れ
る

刑事訴訟における手続打切り (5) 

た
め
に
、
二
重
の
危
険
が
当
然
発
生
す
る
判
決
/
実
体
判
決
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

(
幻
)

州
の
判
例
で
は
、

E
M
E
Z包
は
「
有
罪
、
無
罪
と
は
関
係
が
な
い
」
処
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
(
第
二
節
〈
二
〉

(ロ)

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
電
話
会
社
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
重
複
す
る
が
)
、

ヨ
セ
フ
事
件

(
D
①
)

「
本
規
定
に
従
っ
た
正
義
の
利
益
の
為
の
打
切
り
命
令
は
、
被
告
人
に
対
す
る
有
罪
・
無
罪
と
も
、
ま
た
公
訴
に
関
す
る
法
的
、
事
実
的
な
争

点
と
も
何
ら
関
係
が
な
い
。
裁
判
所
は
単
に
、
正
義
の
原
理
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
」
(
ヨ
セ
フ
事
件
)

「
正
義
の
利
益
の
た
め
の
刑
事
訴
追
の
打
切
り
は
、
公
訴
に
対
す
る
無
罪
(
忠
告
宮
島
で
も
な
け
れ
ば
、
争
点
に
関
す
る
判
断
で
も
な
い
。
む
し

ろ
そ
れ
は
、
有
無
罪
の
問
題
を
残
し
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
」
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
電
話
会
社
事
件
)

北法44(2・131)351 

古
く
は
旧
法
下
の
ク
ィ
ル
事
件

(
A
②
)
に
お
い
て
も
、

「
本
規
定
(
旧
六
七
一
条
)

の
下
で
の
打
切
り
は
、
単
に
正
義
の
原
理
に
の
み
係
わ
っ
て
お
り
、
公
訴
の
法
的
、
事
実
的
争
点

(
B
2
5
)
と
も
、



説

被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
と
も
何
ら
関
係
が
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
念
日

E
M
g
-
の
法
的
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
、
旧
法
の
下
で
も
、
新
法
の
下
で
も
解
釈
上
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

論

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
命
令
の
性
格
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

制
殺
と
し
て
の
効
果

色
岡
田
岡
出
回
目
的
色
が
、
訴
追
を
打
ち
切
り
、
被
告
人
を
刑
事
手
続
き
か
ら
解
放
す
る
た
め
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
手
段
で
あ
る
一
方
で
、
有
無

罪
を
判
断
し
な
い
命
令
で
あ
る
と
い
う
性
格
は
、
「
検
察
官
の
不
正
行
為
市

5
2
2
Eヱ
色
呂
田

n
B
E
S
」
に
対
す
る
民
事
上
の
制
裁
を
閉

ざ
し
か
ね
な
い
と
い
う
新
た
な
問
題
を
生
む
に
至
っ
た
。

一
九
八
六
年
の
ケ
ニ
オ
ン
事
件
の
上
訴
審
で
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
、
先
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
電
話
会
社
事
件
の
判
決
を
引
用
し
て
、
悪

意
の
訴
追
(
自
白
Z
n
g
E
M

胃
B
R
E
Eロ
)
を
理
由
に
し
た
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
」
訴
追
の
打
切
り
が
、
直
ち
に
被
告
人
に
有
利
に
働
く
打

(
お
)

切
り
と
は
な
ら
な
い
旨
を
判
示
し
た
。
被
告
人
は
、
重
窃
盗
の
罪
で
オ
ル
パ
ニ

I
郡
の
大
陪
審
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
八

四
年
の
三
月
一
目
、
郡
裁
判
所
は
一
一
一

0
・
四

O
条
に
基
づ
き
「
有
罪
判
決
が
い
か
な
る
目
的
に
も
奉
仕
し
え
な
い
こ
と
と
、
不
正
な
結
果

を
も
た
ら
す
こ
と
を
理
由
に
」
訴
追
の
打
切
り
を
命
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
被
告
人
と
そ
の
妻
が
州
を
相
手
取
り
、
手
続
き
違
反
、
誤
っ
た

逮
捕
、
感
情
的
な
故
意
に
よ
る
損
害
、
悪
意
の
訴
追
等
々
を
理
由
に
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
。

請
求
裁
判
所
示
。
ロ
ユ
え
わ

ZEM).
は
、
悪
意
の
訴
追
を
除
く
全
て
の
原
因
を
排
斥
し
、
さ
ら
に
悪
意
の
訴
追
に
つ
い
て
も
、
「
正
義
の
増

進
の
た
め
の
打
切
り
に
よ
る
刑
事
手
続
の
打
切
り
合

R
E
E
Eロ
)
が
、
被
告
人
に
有
利
と
な
る
打
切
り
を
構
成
し
な
い
」
た
め
、
訴
え
は
認

め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

*
請
求
裁
判
所
H

州
政
府
が
当
事
者
と
な
る
民
事
訴
訟
を
扱
う
裁
判
所
の
こ
と
。
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上
訴
審
は
、
こ
の
請
求
裁
判
所
の
判
断
を
五
裁
判
官
全
員
一
致
で
支
持
し
た
。
そ
の
理
由
を
述
べ
る
に
当
た
り
、
法
廷
意
見
を
書
い
た
ミ

コ
l
ル
裁
判
官
は
、
悪
意
の
訴
追
を
認
め
る
た
め
に
は
四
つ
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
手
続
の
開
始
、

(
鈍
)

②
原
告
に
対
す
る
有
利
な
打
切
り
、
③
相
当
な
理
由
の
欠
知
、
④
悪
意
の
四
つ
が
要
件
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
原
告
に
は
最
終
的
に
自
分
が

(
お
)

無
実
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
が
あ
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
且
な
ぎ
な
師
三
、
と
り
わ
け
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」

の
性
格
が
ど
う
解
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
の
要
件
で
あ
る
「
(
被
告
人
に
)
有
利
な
打
切
り
」
に
該
当
し

な
い
と
の
判
断
が
上
訴
審
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

一
ュ
!
ヨ
l
ク
電
話
会
社
事
件
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

も
そ
も
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」
と
い
う
命
令
自
体
が
本
案

E
2
5
に
対
す
る
判
断
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
か
か
る
打

(
お
)

切
り
手
続
き
で
は
、
打
切
り
裁
判
所
が
「
原
告
に
有
利
な
打
切
り
」
と
判
断
し
た
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
正

義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」
の
効
力
を
懸
念
し
、
被
告
人
の
中
に
は
、
後
の
損
害
賠
償
請
求
の
た
め
に
「
打
切
り
」
を
取
り
消
す
よ
う
上

級
審
に
申
し
立
て
る
者
も
現
れ
、
事
態
は
混
迷
の
度
を
増
し
て
い
る
。
「
正
義
の
原
理
」
が
被
告
人
の
救
済
に
と
っ
て
必
ず
し
も
効
果
的
で

刑事訴訟における手続打切り (5) 

は
な
い
、

と
い
う
問
題
は
依
然
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
手
続
後
の
賠
償
問
題
を
考
え
た
場
合
に
は
、
「
打
切
り
」
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
無
罪
」

判
決
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
被
告
人
の
早
期
解
放
を
目
的
と
し
た
「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
救
済
が
被
告
人
に
有
利
と

働
く
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
な
が
ら
制
定
法
は
、
「
非
刑
罰
化
」
や
「
早
期
の
被
告
人
の
手
続
か
ら
の
開
放
」
、
ま
た
「
訴
追
が
正
義
に
反
す
る
場
合
の
打
切
り
」

と
い
う
様
々
な
局
面
と
並
ん
で
、
「
執
行
官
に
重
大
な
不
当
行
為
が
あ
っ
た
場
合
」
に
つ
い
て
ま
で
、
七
九
年
の
新
基
準
で
は
要
件
に
取
り

込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
(
新
基
準
同
)
、
被
告
人
に
対
す
る
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
不
正
行
為
を
将
来
的
に
抑
止
す

る
意
味
で
も
民
事
上
の
制
裁
は
不
可
欠
で
あ
り
、
右
基
準
の
設
置
に
鑑
み
て
、
ケ
ニ
オ
ン
事
件
等
で
示
さ
れ
た
民
事
訴
訟
に
関
す
る
要
件
に

(
幻
)

つ
い
て
は
、
打
切
り
事
由
に
応
じ
た
個
別
的
判
断
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

そ

北法44(2・133)353 



説

再
訴
祭
止
効

さ
て
、
盟
国
呂
曲
目
色
が
有
罪
無
罪
へ
の
判
断
で
な
い
以
上
、
起
訴
事
実
に
対
す
る
判
断
が
下
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
危
険
」

論

が
発
生
し
た
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
「
再
訴
を
禁
ず
る
効
力
」

S
R
Z
E
2
Z『
官
。
完

2
z
oロ
)
の
発
生
が
問
題
と
さ
れ
る
。

判
例
は
、
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
が
、
再
訴
禁
止
効
を
有
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
積
極
に
解
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
法

(
C
P
L
一一一

0
・
二

O
条
④
)
は
、

「
同
(
後
に
川
、
例
が
付
け
加
え
ら
れ
る
|
|
筆
者
注
)
な
い
し

ωに
定
め
る
理
由
に
よ
り
打
ち
切
る
場
合
言
宮
口
同

z
e由
吉
田
日
と
え

2
5・

E
n
E
2
3
は
、
裁
判
所
は
訴
追
側
の
申
立
て
に
よ
り
、
裁
量
で
、
同
一
ま
た
は
別
個
の
大
陪
審
に
こ
の
起
訴
事
実
を
提
出
す
る
権
限
を
訴
追
側
に

与
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
打
ち
切
る
場
合
は
こ
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
再
提
出
の
権
限
が
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
打
切
り
命
令
は
:
:
:
こ
の
起
訴
事
実
を
再
訴
す
る
こ
と
の
障
害
と
な
る
。
」

と
の
規
定
を
置
き
、
同
起
訴
状
、
訴
因
の
不
備
の
た
め
の
打
切
り
の
場
合
な
ら
び
に
、
川
大
陪
審
の
調
べ
た
証
拠
が
、
起
訴
事
実
ま
た
は

そ
れ
に
内
包
さ
れ
る
犯
罪
を
立
証
す
る
に
不
十
分
で
あ
る
場
合
、
制
大
陪
審
手
続
が
違
法
で
あ
る
場
合
と
、
川
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切

(
裁
量
的
訴
訟
障
害
)

り
の
場
合
に
は
、
再
訴
禁
止
が
裁
判
所
の
裁
量
で
決
定
さ
れ
る

し
た
が
っ
て
、

検
察
官
が
申
し
立
て
な
い

ト
』
'
し
れ
~
。

か
ぎ
り
被
告
人
は
再
訴
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
通
常
は
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
検
察
官
の
申
立
て
が
あ
る
場
合
に
裁
判
所

(
お
)

が
こ
れ
を
認
め
れ
ば
、
再
訴
は
許
さ
れ
る
。

他
方
、
裁
量
で
は
な
く
法
律
上
再
訴
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
以
外
の
打
切
り
原
因
の
場
合
で
あ
る
(
法
定
的
訴
訟
障
害
)
。

二
一

0
・
二

O
条
で
定
め
ら
れ
た
、

ω免
責
特
権
を
有
す
る
場
合
、
例
再
起
訴
禁
止
の
法
に
触
れ
る
場
合
、
的
な
ら
び
に
同
迅
速
な
裁
判
を

定
め
る
手
続
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
し
て
、
川
管
轄
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
の
打
切
り
命
令
が
こ
れ
に
当
た
る
。

な
ぜ
立
法
が
両
者
を
区
別
し
た
か
に
つ
い
て
注
釈
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
由
に
内
在
す
る
「
障
害
が
固
有
の
不
可
避
的
な
性
格
(
円

Z

5ー
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(
お
)

胃

a
5
2
Z目
。
同
世
田

g
Z
2ロ
q
p
g
-
S
E
2
)
」
の
た
め
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」
が
ど
う
し
て
「
固

有
の
不
可
避
的
性
格
」
を
帯
び
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
説
明
は
な
い
。

の
決
定
と
は
異
な
り
、
旧
法

(
C
C
P
)
時
代
に
は
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」

(
的
)

に
つ
き
、
こ
れ
が
軽
罪
の
打
切
り
で
あ
れ
ば
自
動
的
に
再
訴
を
妨
げ
る
が
、
重
罪
に
つ
い
て
は
そ
の
効
力
が
な
い
と
の
明
文
規
定
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
「
効
力
」

「
正
義
の
増
進
」
の
た
め
に
訴
追
を
打
ち
切
る
と
い
う
同
種
の
打
切
り
規
定
を
持
つ
州
に
は
、
な
お
同
様
の
区
別
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

(
引
)

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ア
イ
オ
ワ
州
、
モ
ン
タ
ナ
州
、
ア
イ
ダ
ホ
州
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
よ
う
に
、

(
必
)

ま
っ
た
く
再
訴
禁
止
効
を
認
め
な
い
州
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。

右
の
再
訴
禁
止
効
を
認
め
な
い
論
拠
に
は
、
「
訴
追
の
中
止
」
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
解
釈
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
古
く

か
ら
、
訴
追
の
中
止
が
検
察
官
の
権
限
で
あ
る
以
上
当
然
に
当
該
訴
追
を
再
び
訴
追
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
検
察
官
の
裁
量
に
委

ね
る
と
い
う
考
え
方
は
強
い
。
と
こ
ろ
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
訴
追
の
中
止
権
を
検
察
官
の
手
か
ら
裁
判
官
に
移

刑事訴訟における手続打切り (5) 

し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
古
典
的
解
釈
は
変
更
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
も
示
し
た
よ
う
に

一
節
〈
一
〉
ニ
お
よ
び
三
参
照
)
、
法
は
公
判
前
の
申
立
て
手
続
に
お
い
て
、
両
当
事
者
あ
る
い
は
裁
判
所
自
ら
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
「
訴

追
を
打
ち
切
る
」
ょ
う
裁
判
所
が
命
ず
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
命
令
権
者
は
裁
判
所
で
あ
っ
て
、
も
し
打
ち
切
ら
れ
た
場

合
に
は
、
再
訴
を
検
察
官
の
裁
量
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
訴
の
可
否
を
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
当
事
者
処
分
的
な
訴
追
の
打
切
り
か
ら
、
裁
判
所
が
打
切
り
手
続
を
主
催
す
る
制
度
に
移
行
し
て
い
っ
た
訴
追
の
打
切
り
制
度
の
沿

革
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
、
「
(
再
起
訴
の
)
効
力
の
有
無
」
が
、
法
の
定
め
る
と
お
り
全
く
裁
判
官
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は

異
論
が
あ
り
、
打
切
り
の
原
因
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
事
例
ご
と
に
判
断
し
よ
う
と
す
る
立
場
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

(
一
章

北法44(2・135)355 



説

判
例
に
は
、
打
切
り
理
由
が
「
証
拠
に
関
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
場
合
、
無
罪
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
と
判
示
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
八

O
年
の
ザ
ガ
リ

1
ノ
事
件
(
判
例
番
号
D
⑮
)
は
近
年
の
連
邦
判
例
を
引
用
し
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て

論

い
る
。

「
二
重
の
危
険
の
原
則
は
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
こ
こ
数
年
の
問
に
継
続
的
な
審
査
の
も
と
に
置
か
れ
て
き
た
。
今
ま
で
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
原
則
は
、
「
公
判
に
お
け
る
打
切
り
命
令
」
を
一
二
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
の

申
立
て
に
基
づ
く
有
罪
無
罪
に
無
関
係
の
も
の
、
そ
し
て
証
拠
の
考
慮
に
基
づ
き
公
判
を
打
ち
切
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
無
罪
と
同
等
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
後
者
の
み
が
二
重
の
危
険
(
の
原
則
)
に
従
ぃ
、
再
訴
を
禁
止
す
る
根
拠
と
な

d
。」

か
か
る
見
解
と
先
の
裁
量
的
訴
訟
障
害
な
ら
び
に
法
定
的
訴
訟
障
害
と
い
う
二
分
論
と
を
比
べ
る
な
ら
ば
、

そ
の
法
定
的
訴
訟
障
害
の
事

由
に
は
必
ず
し
も
「
証
拠
に
関
す
る
」
と
は
言
え
な
い
も
の
が
い
く
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
迅
速
な
裁
判
の

手
続
に
違
反
し
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
証
拠
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ザ
ガ
リ

l

ノ
判
決
が
「
公
判
に
お
け
る
打
切
り
命
令
」
を
例
に
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

た
だ
ち
に
か
か
る
区
分
と
公
判
前
の
打

切
り
と
を
パ
ラ
レ
ル
に
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
来
、
「
公
判
に
お
け
る
打
切
り
首
『

E
O
E
2
え

U
Z
E目
的
)
」
(
二
九

0
・一

O
条
)

(
仏
)

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
本
案
に
関
す
る
裁
判
と
同
視
さ
れ
る
た
め
に
再
訴
が
禁
じ
ら
れ
る
と
の
見
解
が
判
例
の
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同

条
が
、
旧
法
に
お
い
て
証
拠
が
十
分
で
な
い
と
裁
判
官
が
考
え
る
場
合
に
陪
審
に
無
罪
の
答
申
を
勧
告
し
た
「
評
決
指
示

S
R
2
Z色
〈
ミ
ー

門
広
三
)
」
を
起
源
と
し
て
い
た
た
め
、
本
案
裁
判
と
同
様
、
有
無
罪
に
関
す
る
問
題
を
被
告
人
に
有
利
に
解
し
て
令
官
。

z
σ
q
z
s
m
r
rロ・

(
必
)

一
九
七
九
年
の
モ
ラ
レ
ス
事
件
に
お
い
て
も
、
「
公
判
に
お
け
る

円
四
国
三
)
打
ち
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

打
切
り
」
に
際
し
て
再
訴
が
禁
じ
ら
れ
る
と
の
判
示
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ザ
ガ
リ

l
ノ
事
件
で
禁
止
効
の
有
無
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
し
、
正
義
の
増
進
の

北法44(2・136)356 



た
め
の
打
切
り
命
令
や
そ
の
他
の
「
裁
量
的
障
害
」
事
由
の
場
合
の
再
訴
禁
止
効
の
判
断
を
め
ぐ
っ
て
、
何
ら
か
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
今
後
の
判
例
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
は
、
一
九
八
八
年
、
テ
イ
ラ
ー
事
似
に
お
い
て
、
起
訴
後
七

O
日
以
内
の
公
判
開
始
を
定
め
た
「
迅
速
裁
判
法

(
∞
宮
内
色
可
吋
『

E
K幻
」
違
反
の
手
続
の
打
切
り
に
際
し
て
下
さ
れ
る
裁
判
所
に
よ
る
「
再
訴
禁
止
効
」
の
有
無
の
判
断
基
準
が
初
め
て
明
確
に
さ

れ
て
い
る
。
(
他
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
二
一

0
・
二

O
条
が
定
め
る
よ
う
に
、
「
迅
速
な
裁
判
を
定
め
る
手
続
」
違
反
は
法
定
的
訴
訟
障
害

に
あ
た
り
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
再
訴
を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
)

右
迅
速
裁
判
法
に
お
い
て
再
訴
禁
止
の
裁
量
の
基
準
と
な
る
も
の
は
、
川
当
該
犯
罪
の
重
大
性
、
間
打
切
り
の
事
情
、
同
再
訴
の
イ
ン
パ
ク
ト
、

の
三
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
多
数
意
見
(
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
執
筆
、
レ
ー
ン
キ
ス
ト
他
四
裁
判
官
同
調
)
は
、
事
実
審
裁
判
所
の
「
再
訴
禁
止
」

の
打
切
り
決
定
を
適
法
と
判
断
し
た
控
訴
審
件
械
を
破
棄
し
、
事
実
審
の
判
断
に
裁
量
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
し
て
、
被
告
人
の
側
に
重
い
責
任
が

あ
る
場
合
に
は
、
再
訴
許
容
と
判
断
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
右
の
よ
う
な
連
邦
の
「
迅
速
裁
判
法
」

の
基
準
を
た
だ
ち
に
「
正
義
の
増
進
の

の
、
あ
る
い
は
「
公
判
に
お
け
る
打
切
り
」

た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
の
再
訴
禁
止
効
の
判
断
に
援
用
で
き
る
か
は
即
断
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の

刑事訴訟における手続打切り (5) 

訴
追
の
打
切
り
」
に
は
証
拠
に
関
す
る
要
件
か
ら
打
ち
切
ら
れ
る
ケ

l
ス
は
多
く
は
な
く
、

や
む
を
え
な
い
事
情

む
し
ろ
手
続
の
内
容
や
、

等
の
存
在
が
主
た
る
理
由
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
し
、
第
二
に
、
こ
う
し
た
場
合
に
再
訴
を
認
め
る
と
な
れ
ば
、
訴
追
の
打
切
り
と
い

う
処
置
が
被
告
人
の
救
済
に
は
さ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
迅
速
裁
判
違
反
の
よ
う
に
、
総

合
的
な
基
準
の
方
に
利
点
を
見
出
せ
よ
う
が
、
こ
れ
と
て
も
犯
罪
の
重
大
性
の
よ
う
に
、
す
で
に
打
切
り
の
判
断
基
準
と
し
て
取
り
込
ま
れ

北法44(2・137)357 

て
い
た
も
の
が
含
ま
れ
る
結
果
、
同
じ
要
件
が
逆
方
向
に
作
用
す
る
可
能
性
が
残
る
な
ど
、
政
策
的
に
も
論
理
的
に
も
一
貫
性
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
懸
念
も
残
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
回
避
し
、
ま
た
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
意
義
を
「
打
切
り
」
に
含
ま
せ
る
た
め
に
は
、

再
訴
禁
止
効
を
一
律
に
認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
一
一
一

0
・
四

O
条、

一
七

0
・
四

O
条
に
一
言
う
「
や
む
を
え
な
い
事
情
あ



説

る
と
き
」
に
の
み
訴
追
を
打
切
る
と
い
う
「
正
義
の
原
理
」
の
趣
旨
に
相
応
し
い
処
置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
述
の
こ
の
「
制

北法44(2・l38)358

裁
と
し
て
の
効
果
」
と
も
関
連
す
る
け
れ
ど
も
、
被
告
人
に
有
利
な
打
切
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
立
法
上
の
手
当
て
が

E命

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

回

蹄
遣
の
打
切
り
に
対
す
る
被
告
人
の
上
訴
権

一
九
七
九
年
の
マ
リ
ノ
フ
事
件
は
、
検
察
官
の
申
立
て
に
よ
る
一
七

0
・
四

O
条
に
基
づ
く
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」

(
日
)

が
認
め
ら
れ
た
事
実
審
決
定
に
つ
き
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
被
告
人
が
あ
く
ま
で
実
体
判
決
を
求
め
て
控
訴
し
た
珍
し
い
事
案
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
事
例
に
お
い
て
は
、
被
告
人
が
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
「
訴
追
を
打
ち
切
る
」
ょ
う
申
し
立
て
る
も
の
が
全
て
で

そ
こ
に
被
告
人
の
権
利
と
し
て
の
「
打
切
り
請
求
権
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
あ

あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

る
。
本
件
被
告
人
は
、
市
パ
ス
の
運
転
手
と
被
告
人
の
あ
い
だ
で
発
生
し
た
い
ざ
こ
ざ
か
ら
、
無
賃
乗
車
と
公
務
執
行
妨
害
(
寄
与
え
∞

2
・

三
門
司
自
己

$
2
2
2
5伺
問
。
〈
市
吋
ロ
呂
町
三
邑

E
E∞
守
主
問
。
ロ
)
で
起
訴
さ
れ
た
。
同
人
は
、
当
初
訴
追
側
か
ら
申
し
出
ら
れ
て
い
た

A
C
D
手
続

き
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
の
申
立
て
に
も
反
対
し
て
い
た
。
事
実
審
裁
判
官
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
刑
事
裁
判
所
の
マ
シ
ュ

l
判
事
は
訴
追
側
の
申
立
て
を
認
め
て
本
件
を
・
打
ち
切
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
被
告
人
が
控
訴
し
た
。
こ
こ

に
、
被
告
人
は
打
切
り
を
拒
否
し
て
あ
く
ま
で
実
体
判
決
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
新
た
な
法
律
問
題
が
発
生
し
た
の

で
あ
る
。

そ
の
度
に
被
告
人
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
は

(
臼
)

五
度
目
に

C
P
L
一
七

0
・
囚

O
条
に
基
づ
き
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
に
よ
っ
て
訴
追
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。
被
告
人

は
右
の
出
廷
回
数
と
そ
の
時
間
と
負
担
を
理
由
と
し
て
実
体
判
決
を
求
め
て
一
控
訴
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
訴
審
は
「
こ
れ

検
察
側
は
四
度
に
わ
た
っ
て

A
C
D
手
続
き
を
申
出
て
お
り
、

〔
被
告
人
の



上
訴
趣
意
〕
に
同
情
を
禁
じ
え
な
い
が
、
問
題
は
正
義
の
利
益
の
た
め
に
打
ち
切
ら
れ
た
者
か
ら
の
上
訴
の
権
利
を
認
め
る
か
ど
う
か
と
い

ぅ
、
法
的
な
事
項
で
あ
る
」
と
判
示
し
、
被
告
人
は
当
該
打
切
り
命
令
に
つ
き
上
訴
権
を
有
し
な
い
と
の
解
釈
を
示
し
て
全
員
一
致
で
控
訴

(
日
)

を
棄
却
し
た
。

刑事訴訟における手続打切り (5) 

さ
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
刑
事
訴
訟
法
の
上
訴
規
定
は
四
五

O
節
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
権
利
上
訴
を
定
め
て
い
る
。

四
五

0
・一

O
粂
中
間
上
訴
裁
判
所
に
対
す
る
被
告
人
の
上
訴
|
|
権
利
と
し
て
上
訴
が
で
き
る
場
合

被
告
人
は
、
次
に
定
め
る
有
罪
判
決
、
刑
の
言
渡
し
お
よ
び
刑
事
裁
判
所
の
命
令
に
つ
き
、
中
間
上
訴
裁
判
所
に
対
し
、
権
利
と
し
て
上
訴
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

一
.
量
刑
が
有
罪
答
弁
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
科
さ
れ
た
刑
が
答
弁
の
条
件
と
し
て
被
告
人
が
同
意
し
た
範
囲
を
越
え
ず
、
二
二

0
・
五

O
条
五

項
ま
た
は
三
四

0
・
二

O
条
四
項
で
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
の
記
録
に
一
不
さ
れ
た
範
囲
を
越
え
な
い
と
き
に
、
刑
が
過
酷
で
あ
り
厳
し
す
ぎ
る
と

い
う
理
由
で
お
こ
な
わ
れ
る
上
訴
以
外
の
、
死
刑
を
含
ま
な
い
有
罪
判
決

二
.
量
刑
が
有
罪
答
弁
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
科
さ
れ
た
刑
が
答
弁
の
条
件
と
し
て
被
告
人
が
同
意
し
た
範
囲
を
越
え
ず
、
二
二

0
・
五

O
条
五

項
ま
た
は
三
四

0
・
二

O
条
四
項
で
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
の
記
録
に
示
さ
れ
た
範
囲
を
越
え
な
い
と
き
に
、
刑
が
過
酷
で
あ
り
厳
し
す
ぎ
る
と

い
う
理
由
で
お
こ
な
わ
れ
る
上
訴
以
外
の
、
四
五

0
・
三

O
条
一
項
に
定
め
る
死
刑
以
外
の
刑
の
言
渡
し

三
.
没
収
刑
(
命
令
)
に
つ
き
刑
法
四
六

0
・
三

O
条
一
項
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
命
令
を
含
む
刑
の
言
い
渡
し

四
.
四
四

0
・
四
条
に
基
づ
き
、
訴
追
側
の
申
立
て
に
よ
り
、
死
刑
以
外
の
刑
の
言
渡
し
を
取
り
消
す
命
令
(
一
九
七
一
年
、
八
四
年
、
八
六
年

修
正
、
八
六
年
三
項
付
加
、
旧
三
項
を
四
項
に
変
更
)

四
五

0
・
一
五
条
被
告
人
の
中
間
上
訴
裁
判
所
へ
の
上
訴
|
許
可
に
よ
り
上
訴
で
き
る
場
合

被
告
人
は
、
四
五

0
・一

O
条
に
よ
り
権
利
と
し
て
上
訴
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
四
六

0
・
二
ハ
条
に
よ
り
上
訴
許
可
状
が
発
付
さ
れ
た

時
は
、
つ
ぎ
に
定
め
る
刑
事
裁
判
所
の
命
令
に
対
し
て
上
訴
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
.
死
刑
の
言
渡
し
を
含
ま
な
い
有
罪
判
決
を
取
り
消
す
申
立
て
を
四
四

0
・一

O
条
に
基
づ
い
て
棄
却
す
る
命
令

一
:
四
四

0
・
二

O
条
に
基
づ
い
て
被
告
人
が
し
た
死
刑
の
一
言
渡
し
を
含
ま
な
い
刑
の
言
渡
し
を
取
り
消
す
申
立
て
を
棄
却
す
る
命
令

北法44(2・139)359
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三
.
四
五

0
・
二

O
条
一
項
ま
た
は
二
項
に
よ
る
権
利
と
し
て
の
上
訴
が
で
き
な
い
刑
の
言
渡
し

項
は
八
四
年
に
追
加
)

iヒ法44(2・140)360

右
の
四
五

0
・一

O
条
お
よ
び
一
五
条
の
い
ず
れ
の
条
文
を
見
て
も
、
被
告
人
は
、
事
実
審
の
打
切
り
命
令
に
対
し
て
、
権
利
と
し
て
も
、

論

許
可
状
に
よ
っ
て
も
上
訴
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
検
察
側
は
、

四
五

0
・
二

O
条
一
項
に
よ
り
打
切
り
命
令
に
対

す
る
上
訴
権
を
有
し
て
い
る
。

控
訴
審
は

C
P
L
一
・
二

O
条
一
五
項
を
引
用
し
、
「
判
決
と
は
、
有
罪
認
定
と
そ
れ
に
基
づ
く
刑
を
合
わ
せ
た
も
の
を
言
い
、
刑
の
言

(
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
)
打
切
り
命
令
は
こ
の
「
判

(
M
)
 

決
」
に
該
当
し
な
い
た
め
、
被
告
人
に
よ
る
上
訴
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
打
切
り
命
令
は
被
告
人
に
有
利
な
決
定

渡
し
と
そ
の
記
録
に
よ
り
完
成
す
る
」
の
で
あ
り
、
本
件
事
実
審
の
行
っ
た

を
補
強
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
に
は
州
側
に
訴
追
を
強
制
す
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
(
適
格
性
)

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
民
事
に
お
け
る
「
侵
害
を
受
け
た
当
事
者
(
即
指
コ

2
E
3
2可
)
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
も
援
用
し
て
、

(
日
)

は
な
い
と
し
た
。

そ
の
結
論

}
の
よ
、
つ
に
、

一
般
的
に
は
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
命
令
に
は
被
告
人
か
ら
上
訴
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
つ

て
、
被
告
人
に
は
実
体
判
決
を
求
め
る
意
志
が
あ
っ
て
も
、
訴
追
側
が
打
切
り
を
申
し
立
て
、
こ
れ
を
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
に
は
、

律

に
「
打
切
り
」
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
被
告
人
の
地
位
を
極
め
て
不
安
定
な
も
の
に
す
る
と

い
っ
た
批
判
が
加
え
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
訴
追
側
が
重
大
な
州
側
の
暇
脱
に
気
付
い
て
訴
追
を
打
ち
切
ろ
う
と
し
た
と
き
に
裁
判
所
が

申
立
て
を
認
め
て
し
ま
え
ば

(
そ
れ
が
故
意
に
で
あ
れ
、
過
失
に
よ
る
の
で
あ
れ
)
、
先
に
二
項
で
見
た
よ
う
に
、
制
裁
と
し
て
の
効
果
に

お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
、
被
告
人
か
ら
無
罪
を
求
め
る
権
利
を
奪
い
、
さ
ら
に
将
来
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
へ
の
法
的
根
拠

(
白
川
)

を
欠
く
よ
う
な
事
態
を
招
い
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
っ
た
ん
事
実
審
裁
判
官
が
申
立
て
を
認
め
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
判
断
に
ど
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
被
告
人
か
ら
こ
れ
を
争
う
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
裁
判
所
の

裁
量
の
適
正
さ
を
担
保
す
る
た
め
に
も
上
訴
を
許
容
す
る
何
ら
か
の
立
法
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。



五

裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
被
告
人
に
不
利
な
打
切
り

さ
て
前
項
の
場
合
を
除
く
と
、
こ
れ
ま
で
考
察
さ
れ
て
い
る
訴
追
の
打
切
り
事
例
は
い
ず
れ
も
被
告
人
に
有
利
な
方
向
で
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
二
一

0
・
四

O
条
が
裁
判
所
自
ら
に
打
切
り
権
限
を
認
め
て
い
る
関
係
で
、
検
察
、
被
告
人
双
方
が
訴

追
の
打
切
り
を
申
し
立
て
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
裁
判
所
は
打
切
り
を
命
ず
る
こ
と
が
条
文
上
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
、
被
告
人
に

不
利
益
な
打
切
り
、
す
な
わ
ち
再
訴
可
能
な
打
切
り
命
令
を
「
正
義
の
増
進
の
た
め
」
に
お
こ
な
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
不

明
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

」の占…、

一
九
九

O
年
ミ
1
ガ
l
事
件
で
、

モ
ン
ロ
ー
郡
ロ
チ
ェ
ス
タ

l
市
裁
判
所
の
レ
ー
ガ
ン
判
事
は
、
す
く
な
く
と
も
過
失
致
死
あ

る
い
は
無
謀
な
故
殺
程
度
の
起
訴
事
実
が
認
め
ら
れ
る
事
案
で
、
検
察
側
が
財
産
犯
で
あ
る
器
物
損
壊
事
件
と
し
て
軽
罪
で
訴
追
し
た
被
告

人
に
対
し
て
、
被
害
者
(
本
件
で
は
死
亡
)

へ
の
「
不
正
義

(
F
E
E
S円
巾

)
L

も
被
告
人
に
対
す
る
不
正
義
と
同
じ
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き

(
幻
)

と
の
見
地
か
ら
、
正
義
の
利
益
の
た
め
に
訴
追
を
打
ち
切
る
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。
そ
の
際
、
本
裁
判
所
が
重
罪
で
の
起
訴
を
命
じ
る
立

刑事訴訟における手続打切り(5 ) 

場
に
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、
軽
罪
に
関
し
て
再
訴
禁
止
効
を
与
え
、
(
重
罪
を
扱
う
)
大
陪
審
へ
の
提
訴
に
つ
い
て
は
再
訴
可
能
と
す
る
と

(
犯
)

判
示
し
て
、
暗
に
重
罪
起
訴
を
促
す
見
解
を
示
し
て
い
る
。

本
決
定
に
は
、

い
わ
ゆ
る
三
権
分
立
論
か
ら
大
い
に
異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
し
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
被

告
人
の
利
益
に
の
み
捉
え
る
立
場
か
ら
も
強
い
反
論
が
予
想
さ
れ
、
職
権
主
義
的
、
真
実
発
見
主
義
と
の
批
判
も
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た

し
か
に
、
当
事
者
主
義
の
た
て
ま
え
か
ら
言
っ
て
も
、
裁
判
所
が
法
廷
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
な
い
法
的
争
点
に
職
権
で
判
断
を
示
し
て

い
る
の
は
訴
因
制
度
や
当
事
者
型
の
訴
訟
制
度
に
反
す
る
よ
う
に
見
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
本
決
定
は
、
「
正
義
の
原
理
」
が
当
事
者
追
行
主

義
を
超
え
て
ま
で
働
く
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、

た
と
え
当
事
者
追
行
主
義
と
い
え
ど
も
、
司
法
制
度
へ

(
印
)

の
社
会
の
信
頼
を
揺
る
が
し
、
正
義
の
利
益
を
損
な
う
よ
う
な
貫
徹
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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ま
ず
、
打
切
り
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
要
因
は
、
近
年
の
被
害
者
の
地
位
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
想
と
、
こ
れ
を
反
映
し
て
二
一

論

0
・
四

O
条
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
、
基
準
川
「
裁
判
所
が
(
打
切
り
を
)
妥
当
と
考
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
申
立
て
に
対
す
る
告
発
者
お

よ
ぴ
被
害
者
の
態
度
」
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
川
要
因
の
立
法
趣
旨
は
、
被
告
人
の
申
立
て
で
打
切
り
が
認
め
ら
れ
そ
う
な
場
合
に
も
被
害

者
の
意
思
を
尊
重
し
て
慎
重
な
打
切
り
判
断
を
望
む
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、

(
当
然
軽
い
罪
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と

を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
)
被
告
人
が
打
切
り
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
し
、
被
害
者
の
立
場
か
ら
打
切
り
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
立
一
法
趣

旨
と
は
逆
の
方
向
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ち
な
み
に
、
本
件
器
物
損
壊
の
罰
条
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
刑
法
七

0
・
一
五
条
)

は
ク
ラ
ス

A
の
軽
罪
で
、
最
高
刑
は
六
ヵ
月
の
拘
禁
で
あ
り
、
無
謀
な
故
殺
は
ク
ラ
ス

D
の
、
過
失
致
死
は
ク
ラ
ス

E
の
重
罪
で
、

そ
れ
ぞ

れ
七
年
、

四
年
以
下
の
拘
禁
刑
で
、

そ
の
差
は
大
き
い
。

レ
ー
ガ
ン
判
事
は
本
件
打
切
り
を
正
当
化
す
る
に
当
た
っ
て
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
に
お
け
る
「
正
義
」

の
考
慮
に
被
害
者
の
立
場
を
考
慮
す
る
と
い
う
、
要
因
川
へ
の
解
釈
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
占
…
、

明
白
に
被
害
者
に
対
す
る
不
正
義
を
考
慮
す
る
よ
う
求
め
た
規
定
は
な
く
、
刑
事
訴
訟
法
一
七

0
・
四

O
条
は
「
被
害
者
の
態
度
」
を
考
慮
す

る
よ
う
、
判
断
要
因
と
し
て
裁
判
所
に
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
〔
し
か
し
〕
州
知
事
は
一
九
七
九
年
に
、
本
法
の
改
正
を
認
め
る
に
当
た
っ
て
、

「
被
害
者
へ
の
害
悪
(
宮
『
自
)
」
は
公
益
と
被
告
人
の
利
益
の
両
方
を
衡
同
室
す
る
際
に
含
ま
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
0

・
:
中
略
・
:

た
し
か
に
、
こ
う
し
た
非
難
す
る
余
地
の
な
い
解
釈
論
上
の
根
拠
は
、
司
法
の
見
方
と
支
持
を
受
け
る
に
足
る
。
更
に
言
、
っ
と
、
こ
う
し
た
解

釈
の
広
が
り
は
、
被
害
者
へ
の
不
正
義
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
代
表
と
い
っ
た
性
格
が
、
被
告
人
へ
の
不
正
義
と
全
く
同
じ
よ
う
に
正
義
の
利
益

〈

間

山

)

の
た
め
の
打
切
り
を
正
当
化
す
る
と
い
う
法
的
結
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

そ
う
し
た
見
解
を
補
強
す
る
資
料
と
し
て
、
犯
罪
被
害
者
補
償
協
会
に
よ
る
「
(
要
因
川
の
採
用
は
)
被
告
人
、
検
察
と
同
じ
よ

う
に
、
犯
罪
の
被
害
者
の
視
点
か
ら
、
正
義
が
誤
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
一
助
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
の
言
を
示
し
て
、
被
害
者
へ
の
不

(
日
)

正
義
が
訴
追
の
打
切
り
を
正
当
化
す
る
と
し
た
。
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こ
う
し
た
処
理
は
従
来
、
公
訴
権
濫
用
が
「
起
訴
方
向
へ
の
抑
制
」
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
が
国
の
学
説
、
判
例
に
示

唆
に
富
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
重
大
な
事
案
に
お
い
て
、
検
察
が
名
目
的
な
軽
微
事
案
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
訴
追
が
「
被
害
者
」
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
れ
を
正
義
に
反
す
る
と
し
て
無
効
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
し
た
事
態
が
予
想
さ
れ
る
事
案
と
し
て
は
、
政
界
に
か
か
わ
る
汚
職
事
件
で
あ
る
と
か
、
公
務
員
犯
罪
、
権
力
犯
罪
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

確
か
に
不
訴
追
に
対
し
て
検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
、
付
審
判
請
求
制
度
等
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
一
言
っ
て
も
、
軽
い
処
理
が
な
さ
れ
た
と

き
に
は
、
「
一
事
不
再
理
」
の
原
則
か
ら
重
い
罪
種
で
起
訴
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
弊
害
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
原
則
に
よ
っ
て
そ
れ
が
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
何
と
言
っ
て
も
不

合
理
で
正
義
の
原
理
か
ら
承
認
し
が
た
い
。
か
と
い
っ
て
、
法
律
に
反
す
る
よ
う
な
処
罰
要
求
も
制
度
上
困
難
な
場
面
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の

ミ
l
ガ

l
事
件
で
の
訴
追
の
打
切
り
と
い
う
解
決
方
法
が
現
実
的
で
あ
り
、
か
つ
「
正
義
の
原
理
」
が
機
能
す
る
領
域
の
大
き
さ
を
示
す
も

の
だ
と
言
え
よ
う
。

刑事訴訟における手続打切り (5) 

〈四〉

「
正
義
の
原
理
」

の
諸
相

先
に
「
正
義
の
原
理
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
打
切
り
判
断
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
る
際
に
抽
象
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
り
、
多
く
の
判
例
で
は
両
者
の
併
存
方
式
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
正
義
の
増
進
L

を
確
保
す
る
に
あ
た

っ
て
、
事
実
審
に
お
い
て
様
々
な
法
的
観
念
に
基
づ
い
て
「
正
義
」
が
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
「
正
義
」

観
念
そ
の
も
の
に
論
及
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
正
義
の
原
理
」
を
支
え
る
複
数
の
観
点
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

訴
追
の
打
切
り
を
め
ぐ
っ
て
現
れ
る
正
義
原
理
の
多
元
的
な
構
造
の
手
掛
か
り
を
示
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
以
下
の
よ
う
に
い
く
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説

っ
か
の
法
思
想
あ
る
い
は
法
原
理
と
「
正
義
の
原
理
」
と
の
か
か
わ
り
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
、
州
判
例
中
に
明
示
的
に
述

べ
ら
れ
説
明
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
独
自
に
筆
者
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
法
思
想
を
と
っ
て
も
「
正

論

義
の
原
理
」

の
全
体
像
を
見
る
う
え
で
不
可
欠
な
視
座
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
と
「
正
穫
の
原
理
」

一
九
七
八
年
、

ア
イ
ザ
ク
ソ
ン
事
件

(
C
⑮
)
に
お
い
て
、

た
と
え
「
わ
な
の
抗
弁
」
に
失
敗
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、

被
告
人
で
あ
っ
て
も
、
「
警
察
の
行
動
を
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
基
準
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
し
て
み
る
時
、
〔
そ
れ
が
〕
我
々
に
打
切
り
の
義
務

(
位
)

を
課
す
ほ
ど
に
ひ
ど
く
(
巾
阿
『
高

5
5て
侵
害
の
強
い
(
仏
岳
コ
Z
Z
4
1
巾
)
」
場
合
に
は
、
訴
追
の
打
切
り
を
認
め
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本

判
例
は
「
お
と
り
捜
査
に
対
す
る
救
済
」
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
判
例
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
打
切
り
に
あ
た
っ
て
裁
判
所
が
判
断

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
と
正
義
の
原
理
と
の
関
係
に
限
っ
て
論
じ
て
み
よ
う
。

最
高
裁
の
法
廷
意
見
は
、
打
切
り
申
立
て
却
下
を
命
じ
た
事
実
審
を
支
持
す
る
控
訴
審
判
決
(
上
級
裁
判
所
控
訴
部
)

の
材
料
と
し
て
用
い
た
、

に
お
け
る
少
数
意

見
と
基
本
的
に
論
旨
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
控
訴
審
で
の
少
数
意
見
は
、
事
実
審
を
支
持
し
た
多
数
意
見
と
は
異
な
り
、
「
政
府
の
行
為
が

明
白
に
我
々
の
公
正
の
感
覚
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
、
訴
追
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
基
準
を
侵
害
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
打
切
り
を
正
当
化
す
る
事
情
の
判
定
に
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
程
度
は
「
著

(
似
)

し
く
正
義
に
反
す
る
(
O
E

可
お
g
E
)
」
不
正
行
為
を
基
準
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

上
告
を
受
け
た
最
高
裁
は
、
「
公
正
な
感
覚
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
」
が
「
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
侵
害
の
発
生
」
を
構
成
す
る
と
い
う
裁
判
所
の

判
断
基
準
に
つ
い
て
は
控
訴
審
の
少
数
意
見
と
同
じ
立
場
を
採
り
、
加
え
て
、
不
正
〔
と
考
え
ら
れ
た
捜
査
機
関
の
〕
行
為
が
「
ひ
ど
い
・

侵
害
の
強
い
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
州
最
高
裁
は
、
デ
ュ
!
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
解
釈
上
の
限
界
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を
指
摘
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
デ
ュ
!
・
プ
ロ
セ
ス
の
基
準
が
連
邦
の
そ
れ
よ
り
高
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
法
執
行
官
の
違
法
を
重

(
白
山
)

視
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
こ
こ
で
、
連
邦
の
お
と
り
捜
査
に
関
す
る
ハ
ン
プ
ト
ン
判
決
等
の
判
旨
と
直
ち
に
比

較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
「
正
義
の
原
理
」
の
発
動
が
要
請
さ
れ
る
場
面
と
し
て
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
侵
害
を
位
置
づ
け
、
デ
ュ

1
・

プ
ロ
セ
ス
条
項
そ
の
も
の
が
「
正
義
に
関
す
る
不
変
の
原
理
L

で
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
文
言
を
用
い
る
こ
と
が
「
正
義
に
固
有
の
、
基
本
的

な
原
理
を
防
御
す
る
こ
と
と
一
致
」
す
る
、
等
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
州
最
高
裁
判
所
は
「
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

(
門
別
)

の
原
理
」
の
同
義
性
を
論
じ
た
。

(
法
理
)
」
と

「
正
義

(
団
関
)

た
だ
、
こ
の
二
つ
の
基
本
的
な
観
念
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
連
邦
最
高
裁
も
既
に
一
九
五
二
年
の
ロ
ッ
チ
ン
事
件
に
お
い
て
、
「
正
義

の
観
念
(
白
回
吉
田
市
え
吉
田
丘
町
巾
)
」
を
妨
げ
る
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
は
有
罪
は
得
ら
れ
な
い
旨
を
表
明
し
、
禁
制
品
と
思
わ
れ
る
も
の
を
飲

み
込
ん
だ
被
告
人
か
ら
無
令
状
で
胃
の
中
か
ら
ポ
ン
プ
を
用
い
て
当
該
物
品
を
取
り
出
し
た
警
察
の
捜
査
を
、
「
良
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
」
も
の
と
断
定
し
、

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ブ
・
ロ
ー

(
法
の
適
正
な
手
続
き
)

を
そ
の
判
断
の
た
め
の
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
を
指

刑事訴訟における手続打切り (5) 

摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
先
の
ア
イ
ザ
ク
ソ
ン
事
件
判
決
の
、

(
条
項
)

が
正
義
と
い
う
大
き
な
概
念
の
本
質
で

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

(ω) 

あ
る
基
本
的
公
正
さ
を
促
進
す
る
義
務
を
、
裁
判
所
に
課
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
、
「
正
義
の
原
理
」
の
実
定
法
上
の
実
現
を
デ
ュ

l
・
プ

ロ
セ
ス
が
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
「
公
正
さ
」
と
い
っ
た
実
質
的
な
正
義
の
原
理
の
内
容
が
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
と
い

う
憲
法
上
の
要
請
を
媒
介
と
し
て
実
際
の
手
続
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
解
釈
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
制
定
法
上
の
抗
弁
手
段
を
失
っ
た
被
告
人
が
「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
救
済
の
道
を
得
ら
れ
る
と
す
る
ア
イ
ザ
ク
ソ
ン
事

件
で
の
判
断
は
、
こ
れ
ま
で
の
形
式
的
、
手
続
的
正
義
と
し
て
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
意
味
に
加
え
て
、
実
質
的
正
義
の
見
地
か
ら
個
別

北法44(2・145)365

的
な
救
済
の
可
能
性
を
示
し
た
判
例
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
規
定
を

持
た
な
い
州
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
に
よ
る
打
切
り
を
承
認
す
る
各
州
の
諸
判
例
が
、

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
見
地
か
ら
被
告
人
の
憲
法
上



説

(
拘
)

の
権
利
侵
害
を
理
由
に
非
類
型
的
な
打
切
り
を
認
め
て
い
る
の
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。

「
正
義
の
原
理
」
と
エ
ク
イ
テ
ィ
と
の
関
連
を
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

一
九
八
三
年
の
ボ
イ
ヤ

l

北法44(2・146)366

論

エ
ク
イ
テ
ィ
と
「
正
義
の
原
理
」

事
件
上
告
審

(
D
③
)
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
は
、
七
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
事
実
審
の
打
切
り
命
令
を
破
棄
し
た
控
訴
審
の
判
断
を
く
つ
が
え
し
、

児
童
扶
養
悌
怠
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
に
対
す
る
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
。
そ
の
際
、
「
正
義
の
原
理
」
に
基
づ
く
一
七

0
・
四

O
条
の
立

法
趣
旨
に
触
れ
、

「
そ
の
〔
正
義
の
〕
理
念
が
、
広
い
意
味
で
、
刑
法
の
中
に
民
事
の
事
件
で
一
吉
わ
れ
て
い
る
エ
ク
イ
テ
ィ
に
似
た
柔
軟
な
何
物
か
を
導
入
し
よ

う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
エ
ク
イ
テ
ィ
と
正
義

(
Z
E
5
自
己
主
的
巴
月
)
は
、
実
質
的
に
等
価
値
の
も
の
で
あ

る)」

(n) 

と
述
べ
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
概
念
が
実
質
的
に
「
正
義
の
原
理
」
と
等
し
く
機
能
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
エ
ク
イ
テ
ィ
は
、

コ
モ
ン
・
ロ

l
裁
判
所
の
発
達
に
と
も
な
い
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

も
と
も
と
コ
モ
ン
・
ロ

l
裁
判
所
で
救
済
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
訴
訟
当
事
者
が
大
法
官

(ng宮市
-
Zユ
の
助
力
を
求
め
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
は
、
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る

(η) 

が
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
に
お
け
る
欠
陥
を
改
善
す
る
一
連
の
法
原
則
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
民
事
上
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
刑
事
に
あ
っ
て
は
、
機
能
的
に
「
正
義
」
と
い
う
原
理
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
ボ
イ
ヤ

i
判
決
は
指
摘
し
て
い
る
。

エ
ク
イ
テ
ィ
自
体
の
沿
革
を
振
り
返
っ
て
見
て
も
、
こ
れ
は
コ
モ
ン
・
ロ

1
裁
判
所
に
お
い
て
必
ず
し
も
「
正
義
が
常
に
得
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
か
っ
た
」
人
々
か
ら
の
請
願
を
受
理
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
実
定
法
の
要
求
す
る
訴
追
が
不
適
当
で
あ
る
、



つ
ま
り
正
義
に
か
な
わ
な
い
時
に
、
「
正
義
の
原
理
」
が
発
動
さ
れ
訴
追
を
妨
げ
る
、

と
い
う
構
図
と
は
よ
く
似
た
論
理
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
も
コ
モ
ン
・
ロ

l
を
打
ち
破
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
補
足
す
る
た
め
に
生
ま
れ

(
ね
)

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
は
、
「
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
注
解
も
し
く
は
付
録
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
「
正
義
の
原
理
」
も
実

じ
つ
は
こ
れ
を
補
足
す
る
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
エ
ク
イ
テ
ィ
と
の
同
義
性

(
丸
)

を
よ
り
正
確
に
言
い
表
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
正
義
の
原
理
の
機
能
を
実
定
法
の
否
定
と
捉
え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

定
法
に
超
越
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
、

れそ
ぱう
な し
ら た
な意
い味
のに
でお
はしミ

なて
か、

ろ法
う(の
か5ピ
。ナ

ン

フ'
フ

(
空
隙
)

を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
右
原
理
が
法
の
解
釈
や
実
践
の
場
面
で
用
い
ら
れ
な
け

こ
こ
で
は
、
「
衡
平
(
エ
ク
イ
テ
ィ
)
」

の
原
理
が
「
正
義
の
原
理
」
観
念
と
理
論
的
に
、
あ
る
い
は
実
践
的
に
同
一
か
と
い
っ
た
議
論
は

ひ
と
ま
ず
置
き
、
そ
の
機
能
的
な
側
面
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
理
解
し
た
方
が
、
本
稿
で
扱
わ
れ
る
「
正
義
の
原
理
」
の
意
義
を
正
確
に
捉

え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

刑事訴訟における手続打切り (5) 

モ
デ
ル
踊
と
「
正
義
の
原
理
」

一
国
の
刑
事
司
法
の
分
析
に
あ
た
っ
て
、
特
に
そ
の
原
理
的
、
理
念
的
、
価
値
的
な
傾
向
を
分
析
す
る
上
で
、
あ
る
二
疋
の
モ
デ
ル
を
想

定
し
、
そ
れ
を
一
つ
の
判
断
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
用
い
る
方
法
が
い
わ
ゆ
る
「
モ
デ
ル
論
L

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
ハ

l
パ
l

ト
・
パ
ッ
カ
ー
に
よ
る
「
犯
罪
抑
制
モ
デ
ル
(
円
三
宮
市

g
E
g
r
E
a
s
」
と
、
「
適
正
手
続
モ
デ
ル

2
5
官
2
2∞
昌
邑
巴
)
」
は
、
分
析
モ

(
苅
)

デ
ル
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
「
モ
デ
ル
論
争
」

(
け
)

が
盛
ん
に
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
右
の
パ

y

カ
!
の
分
類
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
論
か
ら
見
た
場
合
に
「
正
義

北法44(2・147)367

の
原
理
」
な
ら
び
に
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
手
続
打
切
り
の
論
理
で
あ
る
「
U
Z
呂
田
的
色
の
法
理
」
を
刑
事
司
法
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で



説

い
か
に
位
置
づ
け
う
る
か
に
つ
い
て
お
お
ま
か
に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
き
た
い
。

論

を
刑
事
手
続
の
分
析
に
求
め
た
が
、
こ
れ
は
「
】
凶
」
や
「
O
E
も
ど
の
ラ
ベ

(
沼
)

ル
を
貼
る
作
業
で
な
く
、
別
々
の
価
値
の
選
択
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
事
者
〔
追

パ
ッ
カ

l
は
、
現
実
の
抽
象
化
に
よ
る
方
法
(
モ
デ
ル
論
)ま

た
、
当
事
者
主
義
を
強
調
せ
ず
、
犯
罪
の
抑
止
や
手
続
の
効
果
と
い
っ
た
観

(
内
)

点
を
重
視
す
る
「
犯
罪
抑
制
モ
デ
ル
」
と
い
う
こ
つ
の
モ
デ
ル
を
対
置
さ
せ
て
い
る
。

本
論
で
我
々
が
考
察
し
て
き
た
、
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
制
度
な
ら
び
に
、
こ
れ
を
生
み
出
し
た
「
U
U
B
Z
Z
-
の
法

行
〕
主
義
の
強
調
を
基
礎
に
置
く
「
適
正
手
続
モ
デ
ル
」
、

理
」
の
第
三
段
階
に
お
い
て
は
、
「
適
正
手
続
モ
デ
ル
」
へ
の
指
向
が
強
い
こ
と
は
い
ま
さ
ら
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
〈
三
〉

で
分
析
さ
れ
た
「
正
義
の
原
理
」

の
諸
相
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
」
観
念
が
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、

ま
た
先
の

「
法
理
」
を
支
え
る
「
正
義
の
原
理
」
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
が
、
法
的
、
事
実
的
に
有
罪
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
訴
追
を
「
打

ち
切
る
」
論
理
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
根
本
思
想
が
「
犯
罪
抑
制
モ
デ
ル
ヘ
す
な
わ
ち
犯
罪
を
抑
止
す
る
こ
と

を
至
上
の
目
標
と
定
め
必
罰
主
義
に
連
な
る
よ
う
な
価
値
と
は
対
極
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
こ
こ
で

は
パ
ッ
カ

l
の
主
張
し
て
い
た
、
「
適
正
手
続
モ
デ
ル
」
か
ら
の
要
請
で
も
あ
っ
た
「
有
罪
阻
止
原
理

(
m
c
E
1
号

r
Eロ
間
号
2
2
5
2
)
」

持
つ
、
「
正
義
の
原
理
」
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

「
こ
れ
ら
の
(
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
)
要
請
は
、
人
が
自
ら
に
対
し
て
訴
追
さ
れ
て
い
る
行
為
を
行
な
っ
た
か
否
か
と
い
う
事
実
問

題
と
は
何
ら
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
ま
り
、
ま
だ
こ
れ
ら
の
(
手
続
的
問
題
の
)
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
〔
彼
に
対
し
て
〕
有
利
な
解

答
が
、
彼
を
法
的
に
無
罪
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で

b
d。」

と
パ
ッ
カ

1
は
述
べ
て
い
る
。
同
じ
く
「
正
義
の
原
理
」
も
、
打
切
り
に
当
た
っ
て
は
被
告
人
の
有
無
罪
と
何
ら
関
係
な
く
行
使
さ
れ
る

(
創
)

と
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
実
体
的
評
価
に
お
い
て
は
有
罪
と
な
る
よ
う
な
起
訴
事
実
を
前
に
し
て
も
、
当
該
起
訴
状
へ
の
判
断
を
回
避
す
る

北法44(2・148)368
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「
訴
追
の
打
切
り
」
を
支
え
る
正
義
の
原
理
が
働
く
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
有
罪
を
阻
止
す
る
」
機
能
を
果
た
す
と
い
っ
た
意
味
で
は
、

そ
の
手
続
内
で
の
位
置
づ
け
を
、
処
罰
の
要
請
を
排
除
す
る
理
論
で
あ
る
「
適
正
手
続
モ
デ
ル
」
と
同
じ
く
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
原

理
の
究
極
的
な
位
置
づ
け
は
、
実
体
法
上
の
社
会
正
義
を
具
現
す
る
「
犯
罪
抑
止
」
と
い
う
価
値
、
言
っ
て
み
れ
ば
必
罰
主
義
日
実
体
的
真

実
主
義
に
置
か
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
必
罰
主
義
か
ら
の
離
脱
を
「
手
続
打
切
り
」
が
担
う
以
上
は
、

そ
の
原
理
的
基
礎
で
あ
る
「
正
義
の
原
理
」
と
い
う
思
想
は
、
「
適
正
手
続
」

結
の
ひ
と
つ
と
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

モ
デ
ル
の
要
請
で
あ
り
、
同
時
に
モ
デ
ル
の
訴
訟
法
上
の
帰

し
か
し
な
が
ら
、
「
正
義
の
原
理
L

の
実
践
的
意
義
は
、
単
に
訴
訟
あ
る
い
は
手
続
が
形
式
的
に
適
正
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
に

止
ま
ら
ず
、

さ
ら
に
よ
り
広
い
正
義
の
要
請
、
す
な
わ
ち
実
質
的
な
正
義
を
手
続
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。
そ
う
し

(
位
)

モ
デ
ル
論
の
範
鴫
を
越
え
て
、
後
に
見
る
よ
う
に
正
義
論
の
観
点
か
ら
見
直
す
必
要
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

た
占
…
で
は
、

刑事訴訟における手続打切り(5 ) 

四

可
罰
的
違
法
性
踊
と
「
正
義
の
原
理
」

き
て
、
訴
追
さ
れ
る
事
案
が
事
実
的
に
は
争
い
え
な
く
と
も
、

そ
こ
に
刑
を
科
す
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
実
体
法

レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
可
罰
的
違
法
性
の
理
論
で
あ
る
が
、
右
理
論
は
、

も
っ
ぱ
ら
実
体
法

的
側
面
か
ら
犯
罪
論
体
系
の
中
に
お
い
て
、
特
に
違
法
論
や
構
成
要
件
論
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
構
成

要
件
論
や
違
法
論
に
お
け
る
理
論
構
成
は
、

ド
イ
ツ
法
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
た
め
、
直
接
的
に
我
々
が
本
稿
で
論
じ
て
き
た
「
正
義

の
原
理
」
に
共
通
の
観
念
を
用
い
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
数
あ
る
論
稿
の
な
か
に
は
、

じ
る
発
想
を
持
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
、
三
こ
れ
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

い
く
つ
か
原
理
的
に
も
通

第
一
に
は
、
可
罰
的
違
法
性
論
を
「
構
成
要
件
論
」
の
範
鳴
で
議
論
さ
れ
た
藤
木
教
授
の
見
解
で
あ
る
。
教
授
は
、
実
際
上
制
定
法
に
「
打

北法44(2・149)369



説

切
り
制
度
」
が
あ
れ
ば
可
罰
的
違
法
性
論
を
必
要
と
す
る
度
合
い
が
殆
ど
消
滅
す
る
こ
と
を
、
著
作
『
可
罰
的
違
法
性
』
の
中
で
指
摘
さ
れ

(
幻
)

て
い
る
。
そ
し
て
、
打
切
り
規
定
を
持
た
な
い
わ
が
国
の
場
合
、
刑
罰
権
の
衡
平
法
的
運
用
は
、
可
罰
的
違
法
性
論
の
な
か
で
は
「
法
の
解

(

刷

出

)

釈
を
動
か
す
」
方
法
と
、
「
事
実
認
定
を
動
か
す
(
縮
小
認
定
)
」
方
法
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

自省

ま
ず
一
点
目
の
「
可
罰
的
違
法
性
論
」
と
「
打
切
り
」
規
定
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

ま
さ
に
的
を
射
た
指
摘
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
訴
訟
法
上
の
解
決
を
望
む
筆
者
に
本
稿
の
「
打
切
り

S
U
B
-
Z色
)
」
を
選
ば
せ
た
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
日
本
と
同
様
の

実
体
法
の
領
域
で
の
可
罰
的
違
法
性
論
が
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
に
強
調
さ
れ
な
い
の
も
、

一
つ
に
は
訴
訟
法
に
よ
る
解
決
を
可
能
に
す
る
「
打
切

り
」
規
定
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
軽
微
事
犯
の
処
理
に
つ
い
て
は
実
体
法
お
よ
び
刑
事
政
策
の
側
面
か
ら
多
く
の
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
合
衆
国
模
範
刑
法
典
の
二
・
一
二
条
が
定
め
る
「
微
罪
」
規
定
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ

ぅ
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
処
理
が
、
無
罪
で
は
な
く
り
Z
呂
田
∞
と
い
う
訴
訟
法
上
の
解
決
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必

(

お

)

(

叫

叩

)

要
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
刑
事
手
続
で
は
、
基
本
的
に
「
打
切
り
」
が
公
判
前
申
立
て
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
以
上
、
公
判
審
理

の
始
ま
ら
な
い
手
続
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
実
体
法
的
に
基
礎
付
け
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ほ
と
ん
ど
成
り
立
ち
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

打
切
り
規
定
を
制
定
法
に
設
け
る
際
に
、
な
ぜ
実
体
法
的
な
解
決
を
採
ら
な
か
っ
た
か
を
考
え
て
み
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
U
5
5
2包
の
法
理
」
の
沿
革
を
理
解
す
る
必
要
も
こ
こ
か
ら
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
訴
追
の
中
止
」
に
始
ま
る
訴
追
の
打
切
り
制
度
が
、

裁
判
所
の
打
切
り
権
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
世
紀
に
入
り
よ
う
や
く
被
告
人
の
権
利
と
し
て
公
判
前
申
立
て
手
続
に
お
い
て
定
着
し
始
め
た

(

抑

制

)

と
い
う
そ
の
歴
史
が
物
語
る
よ
う
に
、
「
打
切
り
」
は
あ
く
ま
で
訴
訟
法
的
な
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
点
目
の
「
刑
罰
権
の
衡
平
法
的
運
用
」
と
い
う
表
現
は
、
二
に
お
い
て
分
析
さ
れ
た
「
正
義
の
原
理
」

の
エ
ク
イ
テ
ィ
と
の
等
質
性
、

な
い
し
は
同
義
性
に
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
打
切
り
の
背
後
に
あ
る
思
想
は
、
や
は
り
藤
木
教
授
の
指
摘
さ
れ
る
「
衡

平
法
的
運
用
」
に
あ
る
と
一
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
多
く
の
判
例
が
指
摘
す
る
「
正
義
の
利
益
の

北法44(2・150)370



た
め
の
打
切
り
」
と
は
、
「
事
実
的
、
法
的
」
評
価
と
は
関
係
の
な
い

「
有
罪
・
無
罪
と
い
っ
た
判
断
」
を
伴
わ
な
い
処
分
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
は
、

エ
ク
イ
テ
ィ
的
発
想
が
色
濃
く
現
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
日
で
は
広
く
諸
要
因
を
基
準
化
し
た
訴
訟
法
上
の
判
断
様
式
が
採
ら

れ
て
お
り
、
明
確
に
「
エ
ク
イ
テ
ィ
的
思
考
」
を
正
面
切
っ
て
論
じ
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
藤

木
教
授
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
「
打
切
り
」
権
限
を
直
裁
に
認
め
る
、
制
度
上
の
優
位
性
が
一
不
さ
れ
て
い
よ
う
。

第
二
に
、
「
正
義
の
原
理
」
と
同
様
の
思
想
的
な
示
唆
は
、
刑
法
の
基
本
思
想
に
「
謙
抑
主
義
」
を
据
え
ら
れ
る
宮
本
博
士
の
「
可
罰
性
」

(

∞

∞

)

(

鈎

)

(

卯

)

論
に
も
通
じ
る
。
こ
の
系
譜
を
持
つ
「
可
罰
的
違
法
性
論
」
は
後
に
佐
伯
博
士
、
下
っ
て
鈴
木
教
授
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
規

範
的
に
違
法
と
さ
れ
た
も
の
を
」
「
可
罰
的
な
も
の
と
判
断
す
る
」
必
要
を
指
摘
す
る
論
旨
に
は
、
「
刑
を
さ
ら
に
科
す
目
的
と
効
果
」
や
「
公

刑事訴訟における手続打切り (5) 

益
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
存
在
」
を
考
慮
し
、
打
切
り
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
、
本
稿
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
「
正
義
の
原
理
」
と
同
じ
姿
勢
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
米
国
弁
護
士
も
、
手
続
法
的
非
犯
罪
化
と
、
実
体
法
的
非
犯
罪
化
の
両
面
か
ら
の
取
組
み
の
必
要
性
を
説

(
引
)

く
に
際
し
て
、
「
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
謙
抑
的
刑
事
司
法
」
の
実
現
を
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
謙
抑
主
義
の
思
想
的
な
起
源
に
つ
い
て
、
龍
岡
資
久
裁
判
官
は
「
法
官
は
些
事
を
取
り
上
げ
ず
(
む
巾

B
E
E
F凹

gロ
円
巴
『
巳

(
m出
)

官
官
件
。
こ
」
と
い
う
ロ

l
マ
法
の
法
諺
に
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
世
界
各
国
の
微
罪
不
処
分
の
規
定
に
照
ら
し
て
も
、
同
様
の
思
想
が
広
く

刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
に
共
通
し
た
原
理
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
右
法
格

(
m
N
)
 

も
あ
る
わ
け
で
、
処
罰
に
あ

言
が
制
定
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
責
任
を
阻
却
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
州
(
い
わ
ゆ
る
微
罪
打
切
り
規
定
)

た
っ
て
謙
抑
的
思
想
を
刑
事
司
法
制
度
に
体
現
す
る
こ
と
を
、
単
に
理
念
だ
け
で
は
な
く
、
立
法
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ

け
に
は
い
く
ま
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
判
例
を
顧
み
る
と
、
「
些
事
」
に
止
ま
ら
な
い
、

か
な
り
の
重
罪
犯
罪
に
つ
い
て
ま
で
「
訴
追
の
打
切
り
」
を

，・、、軍・、

ナ
J

J

J

行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
運
用
を
支
え
る
「
正
義
の
原
理
」
が
右
の
法
諺
の
範
鴎
に
含
ま
れ
な
い
広
範
な
基
盤
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
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説

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と
は
言
う
も
の
の
、

ま
さ
に
「
謙
抑
主
義
」
的
な
司
法
の

や
は
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
も
、

運
用
が
「
正
義
の
原
理
」
に
従
い
、
手
続
法
レ
ベ
ル
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
ぎ
れ
も
な
く
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
打
切

百命

り
判
断
の
基
準
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
「
抽
象
的
要
件
」

の
時
代
、
旧
法
C
C
P
時
代
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
事
件

(
A
③
)
や
グ
ラ

ス
タ

l
事
件

(
A
④
)
等
の
判
旨
に
顕
著
で
あ
る

(
第
二
章
一
節
〈
こ
参
照
)
。

こ
の
よ
う
に
、
謙
抑
主
義
思
想
が
「
正
義
の
原
理
」
を
全
て
に
わ
た
っ
て
説
明
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
十
分
に

そ
の
思
想
的
基
盤
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

正
様
輸
と
「
正
義
の
原
理
」

川
既
に
〈
一
〉
三
に
お
い
て
、
打
切
り
を
考
慮
す
る
際
の
判
断
基
準
が
、
抽
象
的
な
要
件
か
ら
、
具
体
的
要
件
へ
の
転
換
を
見
せ
た
こ
と

に
対
す
る
分
析
と
し
て
、
法
哲
学
に
お
け
る
「
正
義
論
」
で
の
方
法
論
的
分
類
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
正
義
論
」
の
形
式
的
構

造
を
外
延
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
か
、
内
包
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
か
、

と
い
っ
た
区
分
に
よ
っ
て
分
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
分
析
モ
デ
ル
と
し
て
法
哲
学
的
思
考
方
法
を
援
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
正
義
の
原
理
に
対
す
る
法
哲
学
的
ア
プ

ロ
1
チ
に
よ
る
実
質
的
な
考
察
の
可
能
性
を
示
し
て
お
き
た
い
。

』
の
点
で
、
「
公
訴
権
濫
用
論
」
と

「
正
義
論
」
と
の
関
係
を
捉
え
た
、
田
中
成
明
教
授
の
「
正
義
の
実
現
と
裁
判
の
役
割
|
|
チ
ッ
ソ

水
俣
病
川
本
事
件
控
訴
審
判
決
の
問
題
提
起
を
め
ぐ
っ
て
」
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
五
四
号
(
一
九
七
八
)

者
も
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
に
大
き
な
示
唆
を
受
け
て
い
る
。

四
頁
以
下
)

が
有
益
で
あ
り
、
筆

田
中
教
授
は
、
「
正
義
観
念
」
を
適
法
的
正
義
、
形
式
的
正
義
、
実
質
的
正
義
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
区
分
さ
れ
、
法
的
正
義
が
必
ず

し
も
適
法
的
、
形
式
的
正
義
に
の
み
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
実
質
的
正
義
の
要
請
が
、
実
際
上
何
ら
か
の
憲
法
条
項
の
解
釈
論
と
し
て
、
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裁
判
に
お
け
る
法
的
推
論
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
本
稿
で
扱
う
「
正
義
の
増
進
」
「
正
義
の
利
益
」
と
い
っ
た
概
念
も
、

ま
さ
に
こ
う
し
た
実
質
的
正
義
を
実
定
法
に
内
在
的

に
機
能
さ
せ
る
原
理
で
あ
る
と
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
憲
法
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
解
釈
一
般
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
も
さ
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。

も
ち
ろ
ん
我
々
は
、
「
正
義
の
原
理
L

を
論
じ
る
う
え
で
、
法
哲
学
で
言
わ
れ
る
「
正
義
と

は
何
か
」
と
い
っ
た
「
メ
タ
正
義
論
」
を
志
向
す
る
の
で
は
な
く
、
「
何
が
正
義
か
」
と
い
う
実
質
的
な
「
規
範
的
正
義
論
」
を
議
論
の
土

(
川
出
)

ム
ロ
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
法
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
正
義
論
を
法
解
釈
に
入
り
込
ま
せ
る
方
法
に
懐
疑
が
生
じ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で

も
な
い
。
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ン
判
決

(
A
⑫
)
で
は
、
本
項
一
で
見
た
よ
う
に
、
「
消
極
的
動
機
付
け
」
を
行
う
際
に
「
公
正
さ
」
が
「
正

の
規
範
的
な
要
件
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
何
が
正
義
に
適
う
か
、
と
い
っ
た
積
極
的
動
機
づ
け
に
関
し
て
そ
の

義
の
増
進
」

刑事訴訟における手続打切り (5) 

概
念
形
成
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
(
こ
れ
は
デ

l
ピ
ス
判
決

(
A
①
)
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
)
。
ま
さ
に
そ
う
し
た
「
規
範
性
」

を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
抽
象
的
要
件
論
の
回
避
が
、
具
体
的
要
件
論
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
前
提
と
な
る

(
%
)
 

の
存
在
自
体
を
肯
定
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
な
規
範
論
議
を
否
定
す
る
価
値
相
対
主
義
論
者
か
ら
も
批
判

「
正
義
の
原
理
」

2) が
加
え

ら
れ
る

と

が
予
想
さ
れ
る

た
し
か
に
、
法
哲
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
価
値
相
対
主
義
の
台
頭
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
実
質
的
正
義
論
」
が
衰
退
し
て
い
っ
た
、

と
い
う
今
世
紀
初
頭
か
ら
の
歴
史
的
背
景
が
あ
り
、

わ
が
国
の
法
解
釈
論
に
あ
っ
て
も
、
戦
後
、
天
皇
制
に
基
づ
く
絶
対
主
義
的
な
法
治
国
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家
へ
の
反
省
か
ら
、
価
値
絶
対
主
義
の
回
避
、
相
対
主
義
的
思
考
が
大
勢
を
占
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
、

ロ
ー
ル
ズ
や
ド
ウ
ォ

1
キ
ン

に
代
表
さ
れ
る
、
法
実
証
主
義
批
判
に
あ
ら
わ
れ
た
規
範
的
正
義
論
復
活
の
動
き
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
忌
避
の
風
潮
か
ら
脱
し
、
「
実
質
的

(
%
)
 

正
義
論
」
を
再
構
築
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
た
な
動
き
の
背
景
に
は
、
功
利
主
義
に
基
づ
い
た



説

「
目
的
論
的
正
義
観
」
と
、
個
人
主
義
に
基
づ
く
「
権
利
志
向
的
正
義
観
」
と
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
規
範
的
正
義
論
を
構
成
し

(W) 

ょ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
「
正
義
の
原
理
」
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
も
、
こ
う
し
た
規
範
的
正
義
論
に

ち
ろ
ん
、
本
稿
は
こ
う
し
た
視
点
を
直
接
の
テ

l
マ
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

お
お
よ
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
提
示
す
る
に
止
ま
る
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論

よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
を
、
何
ら
か
の
形
で
刑
事
司
法
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も

こ
と
は
否
め
ず
、
詳
論
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
正
義
の
原
理
」
自
体
の
法
哲
学
的
意
味
づ
け
に
つ
い
て
は
留
保
し
、

さ
し
あ
た
り
、

い
く
つ
か
の
示
唆
的
な
方
法

論
を
提
示
す
る
こ
と
で
代
え
た
い
。
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
筋
道
は
、
個
人
主
義
的
な
自
由
主
義
的
刑
事
司
法
観
に
よ
っ
て
「
正
義
の
原

理
」
理
解
を
目
指
す
方
向
で
あ
り
、
既
に
わ
が
国
の
学
界
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
「
適
正
手
続
モ
デ
ル
」
を
用
い
た
「
実
体
的
真
実
主
義
」

批
判
に
代
表
さ
れ
る
枠
組
み
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
、
四
「
モ
デ
ル
論
と
「
正
義
の
原
理
」
L

で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

第
二
は
、
新
た
な
規
範
的
、
実
質
的
正
義
論
の
構
成
と
同
様
の
手
法
を
採
る
方
向
で
あ
り
、

な
ん
ら
か
の
価
値
判
断
の
枠
組
み
を
定
立
す
る

」
と
が
要
請
さ
れ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
本
節
一
の
中
で
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
条
項
自
体
が
「
正
義
に
関
す
る
不
変
の
原
理
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
「
正
義
の
原
理
」
が
「
憲
法
上
の
救
済
」
規
定
と
し
て
現
実
に
機
能
可
能
で
あ
る
と
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と

(
鉛
)

は
か
つ
て
小
野
博
士
が
主
張
し
た
よ
う
な
超
国
家
主
義
的
な
「
正
義
論
」
に
よ
る
刑
事
司
法
観
で
は
な
く
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
を
手
続
理

念
と
し
て
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
い
う
人
権
保
障
と
個
人
の
利
益
保
護
を
基
礎
に
置
い
た
刑
事
司
法
観
を
意
味
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ

と
に
よ
り
、
法
実
証
主
義
的
批
判
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
も
、
「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
判
断
様
式
に
お
い
て
構
成
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
が
、
具
体

的
な
事
例
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
得
ら
れ
た
「
正
義
の
原
理
」
の
判
断
様
式
、
す
な
わ
ち
「
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
」
に
基
づ
く
要
因
判
断
と



規
範
的
な
基
準
と
を
考
慮
に
い
れ
た
総
合
的
な
正
義
原
理
へ
の
視
座
の
確
立
に
は
、
今
後
な
お
そ
の
内
実
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
あ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
基
準
化
の
努
力
と
、
判
例
の
着
実
な
展
開
が
刑
事
手
続
の
中
で

こ
れ
を
可
能
に
し
た
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
価
値
相
対
主
義
的
批
判
を
克
服
す
る
カ
ギ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
刑
事
訴
訟
法
学
が
主
に
前
者
の
観
点
に
立
っ
て
展
開
さ
れ
、
そ
れ
は
訴
訟
手
続
に
お
け
る
適
法
的
正
義
あ
る
い
は
形

式
的
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
に
最
大
の
価
値
を
置
く
解
釈
論
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。

一
般
に
、

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
学
と
か
、
憲
法
的

刑
事
訴
訟
法
学
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
本
稿
は
、
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
で
の
正
義
観
念
の
重
要
な
役
割
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

か
か
る
正
義
が
満
た
さ
れ
た
に
せ
よ
、

な
お
そ
こ
に
更
な
る
価
値
判
断
の
要
請
を
認
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
第
二
の
観
点
、
す
な
わ
ち
実
質
的
正
義
の
実
現
と
い
う
地
平
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
そ
う
し
た
思
考
が

具
体
的
な
法
原
理
と
し
て
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
う
ち
に
内
在
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
打
切
り
処
理
を
支
え
て
き
た
こ
と
は
一
吉
う
ま
で

も
な
い
。
さ
ら
に
、

刑事訴訟における手続打切り (5) 

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
原
理
自
体
が
適
法
的
正
義
や
形
式
的
正
義
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
実
質
的
な
正
義
の
実
現
の
た

(
卯
)

め
に
設
け
ら
れ
た
法
原
理
で
あ
る
こ
と
を
判
例
は
示
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
o

q
d
 

」
の
よ
う
に
、
「
正
義
の
原
理
」

へ
の
訴
訟
法
的
、
実
体
法
的
、
ま
た
法
哲
学
的
な
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
判
例
に
お
い
て
示
さ
れ
た
要
因
考
慮
ゃ
、
判
断
様
式
の
分
析
に
止
ま
ら
な
い
寸
平
子
続
打
切
り
L

論
へ
の
理
論
的
基
礎
が
提
供
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
端
を
紹
介
す
る
に
止
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
正
義
の
原
理
」
に
つ
い
て
、
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
な

制
定
法
の
一
文
言
と
し
て
こ
れ
を
眺
め
る
の
で
な
く
、
我
が
法
に
も
共
通
す
る
法
原
理
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
こ
と
は
次
章
に
お
い
て
「
手
続
打
切
り
論
」

の
基
本
構
造
と
展
望
を
示
す
上
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
え
て
「
打
切
り
論
」
本
論

と
は
離
れ
た
抽
象
的
な
論
点
で
あ
っ
た
が
触
れ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

北法44(2・155)375 
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(-)総!おく1 1)総理~O Code of Criminal Procedure， ~672. 

「給烈tf--:!:1 C車官製 ti 懲吋￥tJ~~O ~働謡曲ば早川~~草寺凶~跡t-'-tG'ζ' 沼郡 (-/< -tJ I・峨)

射器全-:!:1...J~.I:' (discontinue)'事話機...J~.I:' (abandon) い~， j .lJ笠司保のエ」

(N)組長 l掻 (11) 卜総監。

(円)People v. Davis， 286 N. Y. S. 2d 396 (1967). 

(申)People v. Quill， 177 N. Y. S. 2d 380 (1958). 

(凶)People v. Catlin， 220 N. Y. S. 2d 895 (1961). 

(坦)People v. Dickens， 255 N. Y. S. 2d 804 (1965) 

(ド)People v. Clayton， 342 N. Y. S. 2d 206 (1973). 

(∞) ~心州当， 1-K1くく社C';;-'I-¥、ヶト入喜字表(<t:@l)さ r<.. Hi宇ゐ~膝恒三吋わ νトキ剤三期減収J~~~.qo' 跡。iJ(~梅様葉区士主佃

& G笹判νuムi(\ν' f-!:1縦 G~~調 G~~Uυυι4くい|様GトH金刑制上ζ-11'~主~~撃~'I<<J~...J ν エ~J .lJ穿|時Jν エ ~O Peo. 

ple v. Jayson， 295 N. Y. S. 2d 378 (1968). 

(∞) 342 N. Y. S. 2d 106 (1973). 

(;:::) People v. Kwok Ming Chan， 360 N. Y. S. 2d 425 (1974) 

(口)会会時余事事U(¥ェνさ主'抑留 1r同様.lJ縄問一一同端緒立兵士~嫁襲~g択鴬G$巴濡」土話相静母様 1 -K与Jgj r客減・同様」

( 1・同伊国叶) 111<1眠~)ι翰盟主。

(出)People v. Stern， 372 N. Y. S. 2d 932 (1975). 

(出)People v. Belkota， 377 N. Y. S. 2d 321 (1975). 

(ヨ)People v. Boyer， 459 N. Y. S. 2d 734 (1983). 

(巳) 'j G .lQ~ti' ~.lJペ'!!て公正、飾北軍穏や幅制E緩 G .fれま語版~~<1l1 νω{附鮮が崎市陳さ!~ポエ llm課漂い時。 See， People v. Belge， 

390 N. Y. S. 2d 867 (1976).終細書長川温 (1)111$度。

(虫)People v. Fanelli， 459 N. Y. S. 2d 329(1983); People v. Johnson， 520 N. Y. S. 2d 455 (1987). 

(口)People v. Smith， 486 N. Y. S. 2d 216， 217 (1985). 

G製{尚三題化I'ÌO' U~~U :I;;炉心)棒芦田
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(~) People v. Kirby， 460 N. Y. S. 2d 572 574 (1983)ー

(~) People v. Schwartz， 388 N. Y. S. 2d 658 (1976). 

(~) People v. Lindsay， 414 N. Y. S. 2d 738 (1979)・'JC~' People v. Benevento， 399 N. Y. S. 2d 770 (1977); People v. Zagar. 

ino， 427 N. Y. S. 2d 40 (1980)ー

(~) People v. Clayton， 342 N. Y. S. 2d 106 (1973). 

(討)Id. at 110 

(幻)People v. Schlessel， 479 N. Y. S. 2d 249 (1984) 

(認)People v. Shedrick， 482 N. Y. S. 2d 939 (1984). 

(自)People v. Thomas， 485 N. Y. S. 2d 579 (1985). 

(お)People v. Dixon， 344 N. Y. S. 2d 595 (1973). 

(~) People v. Scroggins， 392 N. Y. S. 2d 235 (1977)ー

(毘)People v. Nocera， 484 N. Y. S. 2d 134 (1985). 

(日)People v. Taylor， 472 N. Y. S. 2d 155 (1984). 

(宕)People v. Willis， 474 N. Y. S. 2d 106，107 (1984). 

(日)Dismissal 1 経!1 0 エ ν 士!~..lJ吋~' 23A C. J. S. 394; 69 A. L. R. 240 ~:JJ"\l<J~秘密。

(~) Ryan v. N. Y. Telephone CO.， 478 N. Y. S. 2d 823 (1984)ー

(沼)Kenyon v. State， 499 N. Y. S. 2d 509 (1986). 

(詔)Id. at 510-1. 'J~必 e 旧制立!1 0 柑J~~.lJ~.. 二時e笠， Colon v. City of New York， 468 N. Y. S. 2d 453 (1893). 

(沼)499 N. Y. S. 2d 509. See， Hollender v. Trump ViL Coop.， 461 N. Y. S. 2d 765.1時鰍榊e賠{陀三吋£当， I!!正取士重「容さm~苦闘

恒与己保二 'J.lJ仏J!民Jνエ4ポエJ ...l' r倒4 恒三榊や-v- l稔潮干.J~ 時 'J .lJ~判胤Jν ニのエ」。爪J.};、!1\tト蝶 C モトV -1<盤E骨争当込「十

余4ポ慢哲也!1制。ェ ν」縁故~.. 二 ν エ +.!'J .lJ~~探爪q二 ν 二時。 499 N. Y. S. 2d 509， 511. 

(~) 1E11m C 写~.lJ...lν， Brown v. Town of Henrietta， 459 N. Y. S. 2d 996 (1983); Miller v. Star， 507 N. Y. S. 2d 223 (1986). 
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説

己
OE回目】『
C
M
2
z
z
g
)
を
理
由
と
す
る
賠
償
責
任
を
発
生
さ
せ
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
句
界
阜
、
同

F
〈
』
出
門

GZ-
ゆ
色
町

N【同
ω
3・
ωめ∞

(
N
E

(リ回『・]戸匂匂
N
)

(
幻
)
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
の
判
決
は
、
事
案
が
迅
速
裁
判
権
の
侵
害
で
あ
っ
た
た
め
、
「
被
告
人
に
有
利
な
打
切
り
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

M

町
内
向
品
目
。

z
.
4
ω
.
N品川

W

句
。
。
。
∞

1mwa

(
お
)
た
と
え
ば
一
九
七
八
年
の
マ
ル
ダ
ナ

l
ロ
判
決
で
は
、
再
訴
ま
で
の
期
間
に
制
限
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
三
日
後
に
再
び
伺

一
の
訴
追
事
実
を
他
の
大
陪
審
に
提
出
し
た
行
為
は
、
本
条
に
反
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
法

(
C
P
L
)
下
に
お
け
る
「
正
義

の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
が
な
さ
れ
た
後
の
再
訴
を
め
ぐ
る
貴
重
な
先
例
と
な
っ
て
い
る
。
句
R
・
3
0
1巾
〈
冨
田
古
田
口
邑

0・
2
N
Z
ベ

ω
N品
N印同(]戸市

W

叶∞)・

(
ぬ
)
宮
内

F陪『《悼の
-ugNめ
タ
玄
円
百
ロ
ロ
3
¥加
わ

O口目。
-E巳
a
F白
項
目
。
同

Zm者
叫

O「
r
〉
己
ロ

c
g
z
p
-
V
E
n
t
nめ
の

C自
国
内
ロ

g
ユ
何
回
・
〈

c
-
H
H〉
巳

ω品。・

(
州
制
)
の
め
司
閉
め
叶
ω

「
本
章
で
規
定
さ
れ
た
訴
追
を
打
ち
切
る
命
令
は
、
当
該
訴
追
が
軽
罪
で
あ
れ
ば
、
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
再
訴
を
妨
げ
る
。
し
か
し
、
六
六

九
条
に
規
定
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
訴
追
さ
れ
た
犯
罪
が
重
罪
で
あ
れ
ば
再
訴
を
妨
げ
な
い
。
」

(HU)
わ白

E
G
g
-
p
p
s
-
n
a巾
官

ω∞
叶
・
た
だ
し
一
九
八
二
年
に
改
正
さ
れ
、
重
罪
に
再
訴
禁
止
効
が
与
え
ら
れ
た

o
E耳
?
の
コ
ヨ

E
-
司
2
2
E
Z

河
E
Z
N吋
-H一
宮

S
S
E
-
Q
H
E
E】司『
O
B
E
Z
品。

1
5
l
N
2
2・目色白
U0・
P
E
F
E
-
p
c
n
E
E『巾

HUlω
印
。
。
・
等
参
照
。

(位

)
C
r
u
z
-
E
P
N
N
聞
∞
コ
「
本
章
で
定
め
ら
れ
た
訴
訟
の
打
切
り
の
命
令
は
、
同
一
の
犯
罪
へ
の
再
訴
を
妨
げ
な
い
。
」

こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

ω
g仲
間
〈
・
河
与
目
的

O
P
E品
ヲ

N且
包
印
(
同
句
、
吋
印
)
・
∞
江
田
円
。
垣
〈
・

ω
S
F
G品
品
目

N己
己
∞
(
同
川
町

mwN)
な
ど
参

照
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
事
件
で
は
、
「
地
区
検
察
官
の
申
立
て
に
基
づ
く
再
訴
不
可
能
な
言
喜
望
己
三
月
巾
)
訴
追
の
打
切
り
を
求
め
て
、
事
実
審
裁
判

所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
命
令
は
、
打
切
り
に
つ
い
て
十
分
な
理
由
を
述
べ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
被
告
人
ら
が
ま
だ
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
再
訴
不
可
能
な
打
切
り
を
求
め
た
命
令
の
当
該
部
分
が
無
効
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
被
告
人
ら
に
対
す
る
公
訴
事
実
を
再
び
提

起
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
た
。

(羽

)
3
0
1巾〈
-
p
gコロ
0・
お
叶

Z・J

『・

ω・
2
S
-
主
(
呂
∞
C
)

連
邦
判
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
を
参
照
。
。

2
2
〈
E
C
E
Z品
∞
門
担
丹
市
少

ω印印

C

何
回
∞
弁

c
z
a
g白
丹
市
帥
〈
・
巧
己
的

o
p
品
N
c
c
m
ω
ω
N一
c
z
a
ω
E
Z
〈
・
』
町
長
田
口
印
ム

N
o
d
-
∞・

ω印
∞
一
戸
市
内
〈

-
dロ
X
E
ω
E
2・
お

N
C・
ωNω
一

C
E
a
ω
g丹市帥〈・

ω
S
F
C叶
己
・

ω・∞
N
ザ
ガ
リ

l
ノ
事
件
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
四
節
〈
四
〉
三
.
間
参
照
。

自衛
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刑事訴訟における手続打切り (5) 

(
叫
)
「
公
判
に
お
け
る
手
続
打
切
り
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
二
節
〈
二
〉
二
.
①
を
参
照
。

(
M
M
)

司
8
1市
〈
玄
O

『白
-
2・
2
∞
Z
・
ベ
∞
-
N色

ω
ω
N
(
呂
斗
mv)・
ま
た
「
公
判
に
お
け
る
手
続
打
切
り
」
命
令
に
対
す
る
検
察
側
の
上
訴
を
認
め
た

C
P

L
四
五

0
・
二

O
条
仰
が
場
合
に
よ
っ
て
違
憲
と
な
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
は
判
断
し
た
。

-
d
o
u
Z
〈-∞

3
5
y
ω
∞め

Z
J「

m
N且
∞
品
∞

(
冨
話
)
・
足
立
-
m
H
S
-
Z
ω

口

ω・
2
ω
・
2

∞
-D-Nmwmwめ
ま
た
、

3
3
-巾〈
-
E
S君
。
「
門
戸
印
ω叶
Z
-
d「∞
-N再
選
∞
(
呂
∞
匂
)
参
照
。

(必

)
C
E
Z
R目
的

g
丹市帥〈・、
H，mw一三
D
『-
H
O∞∞
-nfNKHHω(]三
w∞∞)・

(幻

)]FMWC
・
ω
・円い・抑制
ω
]
5
H
l
ω
H
4
骨(]石∞
N)・

(
却
)
同
∞
己
・

ω・。・一紘一
ω
回。
N
(
白)
(
N
)
・

(必
)
d
g
g
ι
ω
g
g
M
〈・

4
3
L
2
・∞
NH
司
-Nι

同
ω斗
斗
(
曾
F
Q吋
岡

山

W∞斗)

(
印
)
同
(
)
∞
∞
-
D
N品回
ω-NAHNH
・

(
日
)
司
g
立
内
〈
玄
白
ユ
ロ
O

同円九日同一凶

Z
J円・

ω
N品∞
ω
ω
(
同句、吋匂)・

(臼
)

h

k
・
巳
∞
ω品・

A
C
D
手
続
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
二
節
〈
二
〉
ニ
を
参
照
。

(
臼
)
」
迂
・

(日

)
E
-

(日
)
h
t
・
巳
∞
ω
日
・
句
町
向
・
同
白
立
白
ロ
〈
問
。

FE--m-品
z
dへ∞
-
N
込町
N

品

(
日
)
島
岡
山
吉
田
目
白
戸
で
は
な
い
が
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
は

g
r
l
胃
2
2巳
が
悪
意
の
訴
追
を
理
由
に
被
告
人
の
請
求
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
場
合

に
は
、
損
害
賠
償
請
求
は
な
し
え
な
い
と
の
判
例
が
あ
る

0

・同
R
c
iロ
〈
・
出
向
自

SOM--zn
寸

n
o
s
-
E
宅
-
s
r
S
N
(呂
ω
め
)
・
こ
う
し
た

法
理
は
、
悪
意
の
訴
追
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
、
打
切
り
の
魅
力
へ
被
告
人
を
誘
惑
す
る
不
正
な
取
引
を
生
み
か
ね
な
い
。
連
邦
最
高
裁
も
、

一
九
八
七
年
に
、
検
察
官
に
よ
る
不
起
訴
決
定
と
の
引
き
換
え
に
、
公
務
員
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
人
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
提
起
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
合
意
(
『
色
g
z
t念
日

E

g
包
お
2
2国
g
c
の
有
効
性
を
承
認
し
て
い
る
。

M
H
R
4
0
4弓ロ
O

同
Z2u

g
ロ
〈
・
河
=
冒
巾
『
予
呂
斗
∞
・

9
・
HH
∞
斗
(
呂
∞
斗
)
樋
口
範
雄
[
一
九
八
九
|
一
己
ア
メ
リ
カ
法
四
一
一
頁
参
照
。

(町)回以巾
O

同
込
町
〈
・
宮
市
同
開
『
巾
『
・
印
。
ω
Z
-
d「・∞
-
N
品
。
。
印
(
口
同
一
可
。
門
同
市
X
W
(
)
)

・

(日
)Ha-
氏
。

HN・

(
印
)
迂
・
白
円
。
。
。
l

め回。
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(印)』
E
・白丹。。。

(日

)
h
t
-
g
g
べ
た
だ
し
本
決
定
は
、
一
九
九
二
年
二
月
に
上
級
審
で
破
棄
さ
れ
、
軽
罪
で
の
手
続
を
進
め
る
た
め
に
差
一
決
さ
れ
た
。
め
2
・
3
8
r

〈'
E
h
w
同I?
印∞。
z
・J

「・
ω
・
N
内田∞印、吋
(
(
V
0

・三一
-HmwmwN)

(臼

)
F
c立
市
〈

-
z
g
n
gロ・品。。
z・J

「
・
∞
立
叶
工
(
呂
叶
∞
)

(

臼

)

句

g
立
巾
〈
-
z
s
a
g
-
ω
@
N
Z
d
へ∞

N
品
目
叶
(
呂
ゴ
)

(
悦
)

H

K

・同門回。
ω
。・

(
出
)
品
。
。
2
・4
目∞
-
N
品寸
H
K
ア叶目、吋(]戸市出斗∞)・

(
伺
)
』
迂
・
白
骨
叶
H

∞・

(mw)

に
・
こ
の
点
、
た
と
え
ば
L
・
リ
l
ド
(
酒
巻
匡
訳
)
「
「
わ
な
」
の
抗
弁
と
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
八
号
(
一
九
八
二
年
)

二
九
頁
参
照
。

(関

)
m
R
F
E
〈-
m
V
曲目同町
O
B
S・ω品
N

C

・∞
-

H

∞印(回。印
N
Y

(
印
)
品
。
。

z・J

「・
ω
-
N
門目、吋??斗同∞・

(
刊
)
他
州
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
六
節
参
照
。
た
と
え
ば
近
年
の
も
の
と
し
て
は
、
∞
押
印
丹
市
〈

-
F
E
E品。『戸
N
∞∞
Z
-
巧
-
N
門戸
E
U
N
t
ξ
Z
・

N
【同∞品匂・且同『
H
3
8
h
h
H
N
m
v吋

Z
・
S
〉

N
【同∞。∞-市
w
∞出『目的
a
N
己印。。(]戸市山、吋匂)

(
九
)
早
告
ぽ
〈
・
∞
ミ
2
・
2
m
w
z
d
「・
ω

N
己叶
ω
九日{早∞
ω)
・
一
八
世
紀
ま
で
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
は
自
然
的
正
義
あ
る
い
は
自
然
法
を
意
味
し
て
い
た
。

G
-
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
/
庭
山
英
雄
ほ
か
訳
『
イ
ギ
リ
ス
法
入
門
』
(
一
九
八
五
年
)
四
O

|
四
一
頁
参
照
。

(
η
)
F
・
ジ
ェ

l
ム
ズ
/
矢
頭
敏
也
監
訳
『
イ
ギ
リ
ス
法
(
上
)
』
(
一
九
八
五
年
)
三
七
頁
以
下
。

(η)
同
書
・
三
九
一
四

O
頁。

(
九
)
こ
の
点
、
公
訴
権
滋
用
問
題
に
関
す
る
、
「
チ
ッ
ソ
水
俣
最
高
裁
判
決
(
最
高
裁
昭
和
五
五
年
二
一
月
一
七
日
)
」
を
め
ぐ
る
多
く
の
論
者
の

指
摘
の
中
で
、
座
談
会
で
は
あ
る
が
、
最
高
裁
判
決
を
エ
ク
イ
テ
ィ
の
側
面
か
ら
評
価
す
る
松
本
判
事
の
意
見
が
注
目
さ
れ
る
。
研
究
会
「
川

本
事
件
最
高
裁
決
定
を
め
ぐ
っ
て

I
1
公
訴
権
濫
用
と
最
高
裁
|
|
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
七
号
(
一
九
八
一
年
)
、
特
に
三
四
、
四

O
、
四
四
頁

を
参
照
。
四

O
頁
で
は
、

「
い
わ
ゆ
る
高
田
事
件
な
ど
の
時
の
よ
う
に
、
そ
う
い
っ
た
被
告
人
の
地
位
に
立
た
せ
て
お
く
こ
と
が
正
義
の
理
念
か
ら
い
っ
て
限
界
を
超

論

北法44(2・160)380



刑事訴訟における手続打切り (5) 

え
た
、
法
律
の
規
定
に
は
な
い
が
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
極
限
状
態
に
達
し
た
と
き
に
は
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
こ
で
エ
ク
イ
テ

ィ
と
い
い
ま
す
か
、
同
じ
発
想
に
基
づ
い
て
裁
判
の
打
切
り
と
い
う
こ
と
を
や
る
:
:
:
」

と
述
べ
て
、
正
義
の
原
理
(
理
念
)
と
エ
ク
イ
テ
ィ
の
接
近
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
極
限
的
」
に
限
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
本
章
で
見
て
き
た
「
正
義
の
原
理
」
が
発
動
さ
れ
る
事
態
と
は
か
な
り
開
た
り
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
、
日

本
法
に
お
け
る
解
釈
論
と
合
わ
せ
て
、
手
続
打
切
り
の
実
際
上
の
機
能
に
つ
い
て
は
第
三
章
参
照
。

(
百
)
法
の
ピ
ナ
ン
ブ
ラ
に
お
け
る
法
解
釈
の
実
践
的
な
働
き
を
、
と
く
に
自
然
法
的
観
点
か
ら
論
じ
た
、
鴨
良
弼
「
裁
判
過
程
に
お
け
る
法
解
釈
|

ー
法
の
胃

E
目

σ
Z
と
裁
判
官
の
役
割

l
l
」
『
刑
事
訴
訟
法
の
新
展
開
』
(
一
九
七
三
年
)
一
頁
以
下
が
示
唆
に
富
む
。

(河

)
Z
R
σ
E
F
-
-
d円
r
2・
3
E
ミ
。
且
ぬ
目
的
ミ
同
志
向

3
3
S』

』

J
5
2・
H
H
ω
C
a
r
-
r
-
N
E
-
-
H
(
5
2
)・
後
に
、
↓

F
m
F
5
5
0ご
『
巾

P
E
F
E
-

rzzoロ
(
5
2
)
℃
工
宮
町
・
に
収
録
。
本
稿
は
後
者
に
拠
っ
て
い
る
。
パ
ッ
カ

l
の
こ
の
モ
デ
ル
論
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
例

え
ば
、
鈴
木
茂
嗣
『
刑
事
訴
訟
の
基
本
構
造
』
(
一
九
七
九
年
)
一
二

O
頁
以
下
、
鴨
良
弼
『
刑
事
訴
訟
法
の
基
本
理
念
』
(
一
九
八

五
年
)
一
二
頁
以
下
参
照
。

(η)
モ
デ
ル
論
を
概
括
的
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
例
え
ば
、
福
井
厚
「
い
わ
ゆ
る
モ
デ
ル
論
の
意
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
刑
事
訴

訟
法
の
争
点
』
(
一
九
七
九
年
)
二

O
頁
、
能
勢
弘
之
『
刑
事
訴
訟
法
二
五
講
』
(
一
九
八
七
年
)
一

O
頁
以
下
、
を
参
照
。
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
モ
デ
ル
論
を
紹
介
し
た
も
の
は
、
鈴
木
・
前
掲
註
(
河
)
一
一
九
頁
以
下
が
詳
し
い
。

(沌

)
r
n
Z『
・
言
、

s
g
Z斗

my
巳

E
N
I
ω
・

(内
)

h

k

・
白
円
同
日
。
I
H

。。

(別

)
E
-
m
w同
回

。

。

斗

(
剖
)
本
節
、
〈
三
〉
一
参
照
。

(
位
)
正
義
論
と
正
義
の
原
理
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
項
五
参
照
。

(
回
)
藤
木
英
雄
『
可
罰
的
違
法
性
』
(
一
九
七
五
年
)
一
四

O
頁
以
下
参
照
。

(
制
)
同
書
四
二
頁
。

(
部
)
吋
宮
市
〉
自
巾
ユ

2
ロ
円
、
担
当
日
目
印
巴
Z
R
-
Z
O
B巾
-
P出
血
-
。
。
島
市
・
抑
一
W
H
N
(
H
m
w
岱

N
)

「
一
了
二
一
条
微
罪
(
U
m
玄

Z
E
E
-ロ同『
R
Z
Oロ凹)
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裁
判
所
は
、
罪
と
な
る
も
の
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
行
為
の
性
質
お
よ
び
付
随
事
情
の
性
質
を
考
慮
の
上
、
被
告
人
の
行
為
に
つ
い

て
次
の
各
号
に
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
時
は
、
訴
追
の
打
切
り
(
全
日
吉
印
印
白
匂
『

E
R
E
-。
ロ
)
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川
そ
の
行
為
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
許
容
さ
れ
、
ま
た
は
我
慢
さ
れ
る
限
度
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
利
益
を
侵
害
さ
れ

た
者
に
よ
っ
て
積
極
的
に
否
定
さ
れ
て
い
な
い
、
か
っ
、
そ
の
罪
を
定
め
た
法
律
の
趣
旨
と
相
容
れ
な
い
と
き
。

間
被
告
人
の
行
為
が
、
そ
の
罪
を
定
め
た
法
律
の
防
止
し
よ
う
と
す
る
害
悪
ま
た
は
そ
の
脅
威
を
実
際
に
は
生
じ
さ
せ
ず
、
ま
た

生
じ
さ
せ
た
害
悪
ま
た
は
脅
威
の
程
度
が
全
く
軽
微
で
あ
っ
て
、
有
罪
認
定
に
よ
る
非
難
(
円
。
ロ
骨

B
E巴
g

o
町内。ロ
i
n
t
o
ロ
)
に
値
し

な
い
時
。

則
前
各
号
の
ほ
か
、
そ
の
罪
を
犯
罪
と
し
て
禁
止
す
る
に
あ
た
り
立
法
者
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
程
度
の
酌

量
事
情
念

H
Z
E
E
oロ
)
が
、
被
告
人
の
行
為
に
つ
い
て
存
在
す
る
時
。

裁
判
所
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
訴
追
を
打
ち
切
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

な
お
、

A
L
I
の
模
範
刑
法
典
に
つ
き
訴
訟
法
の
立
場
か
ら
「
手
続
打
切
り
」
論
の
一
貫
と
し
て
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
能
勢
弘

之
「
公
訴
の
利
益
山
」
北
大
法
学
論
集
一
九
巻
一
号
(
一
九
六
八
年
)
五
九
頁
が
あ
り
、
特
に
形
式
裁
判
で
の
打
切
り
で
あ
る
旨
を

強
調
す
る
。
模
範
刑
法
典
な
ら
び
に
各
州
の
規
定
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
軽
微
な
犯
罪
に
対
す
る
訴
追
の
打
切

り
制
度
・
そ
の
一
|
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
微
罪

2
2
5
5
Z
S
E
E
S印
)
打
切
り
規
定
を
め
ぐ
っ
て

l
l
」
北
大
法
学
論
集
四
一

巻
二
号
(
一
九
九

O
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(部
)

Z
・J

『

わ

司

戸

間
N
印
印

1
]

戸。

①
本
節
で
用
い
る
「
公
判
前
の
申
立
て
」
は
、
裁
判
所
の
次
の
命
令
を
申
請
す
る
被
告
人
の
申
立
て
を
い
う
。

同

一

二

O
節
に
よ
る
正
式
起
訴
状
の
打
切
り
申
立
て
、
な
い
し
一
一
一

0
・
四
三
条
に
し
た
が
っ
て
訴
追
を
家
庭
裁
判
所
に
移
転
す

る
申
立
て

川

一

七

O
節
に
よ
る
略
式
起
訴
状
、
検
察
官
略
式
起
訴
状
、
簡
易
略
式
起
訴
状
ま
た
は
軽
罪
告
発
状
の
打
切
り
申
立
て

以
下
略

(
訂
)
「
訴
追
の
中
止
」
制
度
以
来
の
沿
革
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
一
節
を
参
照
。
と
く
に
被
告
人
の
権
利
と
し
て
の

の
打
切
り
申
立
て
」
に
つ
い
て
は
同
〈
三
〉
の
「
U
Z
E
∞
Z-
の
法
理
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

説論

北法44(2・162)382
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追



刑事訴訟における手続打切り (5) 

(
槌
)
宮
本
英
惰
『
刑
法
大
綱
・
総
論
』
(
一
九
三
二
年
)
一
ム
ハ
頁
。
こ
の
点
、
超
法
規
的
処
罰
阻
却
を
根
拠
と
し
て
可
罰
性
を
否
定
す
る

論
理
を
構
成
す
る
、
板
倉
宏
「
超
法
規
的
処
罰
匝
却
事
由
」
『
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
二
巻
』
二
九
四
頁
以
下
(
一
九
八

四
年
)
参
照
。
特
に
、
三

O
四
頁
で
は
、
「
わ
な
」
の
理
論
に
関
す
る
団
藤
博
士
の
指
摘
を
引
用
し
つ
つ
、
「
国
家
に
刑
罰
権
が
生
ず

る
こ
と
が
正
義
に
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
超
法
規
的
処
罰
阻
却
を
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
主

張
す
る
。

(
却
)
佐
伯
千
畑
山
『
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
理
論
』
(
一
九
七
四
年
)
一
六
頁
以
下
。

(
卯
)
鈴
木
茂
嗣
「
公
訴
権
の
濫
用
と
違
法
性
の
理
論
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
五
四
号
(
一
九
七
八
年
)
一
一
一
一
頁
以
下
。

(
引
)
米
田
泰
邦
『
犯
罪
と
可
罰
的
評
価
』
(
一
九
八
三
年
)
三
八
七
|
九
頁
参
照
。

(
位
)
龍
岡
資
久
「
刑
法
か
ら
見
た
「
法
官
は
些
事
を
取
り
上
げ
ず
」
の
原
則
」
『
犯
罪
と
刑
罰
(
上
)
・
佐
伯
博
士
還
暦
祝
賀
』
(
一
九

六
八
年
)
一

O
三
頁
以
下
参
照
。
ま
た
小
暮
得
雄
教
授
は
、
か
か
る
法
諺
に
「
謙
抑
主
義
」
が
限
局
さ
れ
る
こ
と
を
案
じ
ら
れ
、
犯

罪
論
自
体
の
「
謙
抑
の
体
系
」
を
強
調
さ
れ
る
。
小
暮
得
雄
「
犯
罪
論
の
謙
抑
的
構
成
」
『
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
二
巻
』

一
頁
以
下
(
一
九
八
四
年
)
参
照
。

他
方
、
謙
抑
主
義
と
今
日
の
可
罰
的
違
法
性
論
の
思
想
的
底
流
の
相
違
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
阿
部
純
二
「
可
罰
的
違
法
性
論
・

総
括
|
|
可
罰
的
違
法
性
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
の
総
合
的
考
察
」

L
S
一
巻
三
号
(
一
九
七
八
年
)
二
四
頁
を
参
照
。

(
幻
)
拙
稿
・
前
掲
注
(
部
)
参
照
。

(
倒
)
「
正
義
論
」
の
こ
う
し
た
概
括
的
、
歴
史
的
な
紹
介
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
田
中
成
明
『
現
代
法
理
論
』
(
一
九
八
四
年
)
第
一

O

章
「
多
様
な
正
義
観
念
と
法
的
正
義
」
以
下
の
各
章
を
参
照
。

ま
た
「
正
義
論
」
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
吉
野
一
「
正
義
と
論
理
|
|
正
義
推
論
に
お
け
る
演
縛
的
方
法
の
役
割
」
法
哲
学
年
報

一
九
七
四
「
正
義
」
所
収
(
一
九
七
四
年
)
三
八
頁
以
下
、
稲
垣
良
典
「
正
義
と
真
理

i
ー
正
義
論
の
一
考
察
」
『
現
代
の
法
哲
学
・

井
上
茂
教
授
還
暦
記
念
』
所
収
(
一
九
八
一
年
)
三
四
九
頁
以
下
参
照
。

(
何
)
ラ

l
ト
ブ
ル
フ
、
ケ
ル
ゼ
ン
、
エ
イ
ヤ
ー
ら
に
代
表
さ
れ
る
今
世
紀
前
半
の
法
思
想
界
の
有
力
な
見
解
。
実
証
主
義
的
な
意
味
基

準
の
理
論
を
柱
と
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
以
来
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
田
中
成
明
ほ
か
『
法
思
想
史
』
(
一
九
八
八
年
)
一

O
五
頁
以

下
、
『
法
思
想
の
層
位
学
』
「
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
イ
デ
ィ
ア
ズ
一
一
L

(

一
九
八
六
年
)
一
七

O
頁
以
下
な
ど
参
照
。
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説

(
M
m
)

』

-mo-2・同，
Z
同，

F
gミ
。
こ
=
E
2
(呂
己
)
・
一
九
七

0
年
代
の
規
範
的
正
義
論
の
復
権
は
、
メ
タ
正
義
論
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て

い
た
理
論
状
況
を
大
き
く
塗
り
替
え
た
。
こ
の
流
れ
に
は
、
「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
求
め
る
権
利
」
を
根
本
に
据
え
る
ド
ゥ
ウ
ォ

l

キ
ン
も
著
名
で
あ
る
。

ロ
ー
ル
ズ
『
公
正
と
し
て
の
正
義
』
(
一
九
七
九
年
)
、
同
『
正
義
論
』
(
一
九
七
九
年
)
、
ド
ゥ
ウ
ォ

l
キ
ン
『
権
利
論
』
(
一
九
八

六
年
)
等
参
照
。
こ
れ
ら
の
主
張
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
①
長
尾
龍
一
一
編
『
現
代
の
法
哲
学
者
た
ち
』
(
一
九
八
七

年
)
(
特
に
ロ

l
ル
ズ
に
つ
い
て
は
田
中
成
明
教
授
が
一
頁
以
下
で
、
ド
ゥ
ウ
ォ

i
キ
ン
に
つ
い
て
は
小
林
公
教
授
が
四
八
頁
以
下
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
)
、
②
寺
崎
峻
輔
他
編
『
正
義
論
の
諸
相
』
(
一
九
八
九
年
)
二
九

O
頁
以
下
に
ロ

1
ル
ズ
の
正
義
論
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
内
井
惣
七
助
教
授
担
当
)
を
参
照
。

実
質
的
正
義
の
裁
判
過
程
で
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
田
中
成
明
教
授
の
一
連
の
諸
論
稿
が
示
唆
に
富
も
う
。
『
現
代
日
本
法
の
構
図
』

(
一
九
八
七
年
)
、
『
法
的
思
考
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
』
(
一
九
八
九
年
)
、
『
法
の
考
え
方
と
用
い
方
・
現
代
法
の
役
割
』
(
一
九
九

O
年
)
、
『
法
的
空
間
』
(
一
九
九
三
年
)
な
ど
。

(
町
)
井
上
達
夫
「
正
義
論
」
『
現
代
法
哲
学
一
』
所
収
(
一
九
八
三
年
)
六
三
頁
以
下
、
特
に
八

O
頁
以
下
参
照
。

(
m
m
)

小
野
博
士
に
よ
れ
ば
、
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
正
義
」
に
お
け
る
正
義
と
は
、
個
人
的
善
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
「
客
観
的
秩
序

に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
善
」
を
意
味
し
、
結
局
そ
れ
は
「
ど
の
よ
う
な
倫
理
観
、
世
界
観
に
と
っ
て
解
釈
さ
れ
る
か
」
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
と
い
う
。
小
野
清
一
郎
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
」
『
刑
事
法
講
座
・

5
巻
』
(
一
九
五
三
年
)
九

O
五
頁
以
下
。

(
的
)
コ
モ
ン
・
ロ

1
系
諸
国
に
お
い
て
、
「
正
義
の
原
理
」
と
同
様
、
脱
法
実
証
主
義
的
見
地
か
ら
、
基
本
的
正
義
の
概
念
を
基
礎
に
手

続
打
切
り
の
法
理
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
諸
外
国
に
広
が
る
手
続
打
切
り
の
法
理
ポ
ス
ト
「
公
訴
権
濫
用
論
」
へ
の
一
視
点
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
一
七
号
(
一
九
九
三
年
)
を
参
照
。

論
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